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林業へのﾗｲﾌｻｲｸﾙ
アセスメント導入を／

はっとりのぶあき

服部順昭
東京農工大学農学部教授（環境資源科学科）

昭和23年生まれ。昭和50年に京都大学大

学院農学研究科林産工学專攻修了。東京芝浦

電気㈱生産技術研究所を経て昭和53年4月
から京都大学助手(農学部林産工学科)。昭和
59年10月より1年冑ノルウェー木材工学研

究所に留学。昭和63年11月より東京農工大
学助教授(震学部林産学科)。平成11年11月
より現職。専門は木材加工機械学。趣味はス

キー(SAJの昔の1級),音楽鑑賞，木の切
手収集など。

●LCAとば）

f癖.…・守#垂…竿

沓V毒

参

ライフサイクルアセスメントとはLCAと略記されるLifeCycleAssessmentのこと

で，製品やサービスの資源調達から製造，使用，廃棄に至るまでのライフサイクルにお

いて，投入した資源量やエネルギー量，環境に与えた負荷堂を求め，環境への影響を評

価する手法です。

1.LCAの手順

手順は，図①に示したように，目的と範囲の設定，インベントリ分析(LCI),影響評

価，解釈の4段階に分けて行われます。実施に当たっては，常にこの流れに沿って実行

していくのではなく，適宜フィードバックしながら，設定した条件を吟味・解釈して，

進めて行かなければなりません。

目的と範囲の設定では，評価する対象，その目的や報告する相手，結果を求めるに当

たっての機能単位，直接波及効果はもちろんのこと，どのレベルの間接波及まで含める

かという境界をそれぞれ設定しなければなりません。

インベントリ分析では，プロセスの流れ図作成，投入資源やエネルギーの種類と量や

生産される製品や副製品の量，資源採取から製造・使用・廃棄に至るまでの環境負荷の

種類と排出量といったデータの収集調査対象とするシステムの境界設定，不足データ

の他のデータベースからの補充や類似データの転用を行い，プロセスごとのInput-

Outputを求め，合算します。この作業では,投入原材料や中間製品の単位取扱量当たり

のInput量やOutput量を原単位と称して用います。それらの物質が各プロセスにおい

て様々な量で使用されるときに，使用量×原単位で投入資源量やエネルギー量，環境負

荷堂が容易に求められるからです。

②－林業技術NO.7192002.2
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目的と範囲の設定

(対象，機能単位，境界の設定）
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図①LCAの手順
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影響評価
（環境項目選定，環境負荷量の項目への割付，
項目内の相対寄与度算出，項目間の相対影響

、度から単一環境影響指標の算出） ノ

影響評価では，まず分析の対象となる地球温暖化やオゾン層破壊，富栄養化といった

環境カテゴリーを選び，各環境負荷量を関連する環境カテゴリーに割り当てます。一つ

の環境カテゴリーの中に割り当てられた複数の環境負荷量を，別に提案されているモデ

ルにおける相対寄与度を用いて正規化し，一つの指標にまとめます。

得られた各環境カテゴリーの環境指標は，単純に合算できませんので，重み付けを行

って合算します。この重み付けは世界をリードするいくつかのLCA研究機関から提案

されていますが，いずれも一長一短で，世界標準は今のところ確立されていません。

重み付けができますと，各指標を合算して，製品の環境への影響をたった一つの数値

で表すことができます。これによって，互換製品の選択が可能となったり，製品の集合

体である製品の評価も可能となります。この手法を，ミッドポイントに相当する環境カ

テゴリーの指標に重み付けをして一気に単一指標を求めることから，ミッドポイントア

プローチと呼びます。ところが，現実には，例えばオゾン層破壊という環境カテゴリー

は皮膚癌のみならず白内障を引き起こしたり，水産資源や農作物にも影響を与えますの

で，環境カテゴリーによって引き起こされるエンドポイントと呼ばれる具体的な環境影

響を踏まえて，単一指標を求めるべきであるという動きが出てきました。この手法はエ

ンドポイントアプローチと呼ばれます。

環境負荷量や算出した指標の値を操作すると，単一指標が変化します。この感度分析

から，どの環境負荷量を減らせば環境影響に効果があるかがわかります。

以_上の手順で得られた結果を基に，提言を行って,LCAが完結します。環境負荷量と

環境影響の間に確固たる関係が明らかにされていない現状では,LCA研究の大部分は残

念ながらインベントリ分析(LCI)の段階で終わっています。

2．二つのLCA計算法

LCAにおける環境負荷量の求め方には「積み上げ法」と「産業連関表法」がありま

す。

積み上げ法とは，国際的に認知された方法で，単位プロセスごとの環境負荷量を求め，

それらを項目ごとに合算し，求める方法です。同じ製品でも，製造プロセスや使用方法，

廃棄方法が違う場合の比較が可能となり，目的に応じた分析精度が取れます。反面，製

品の平均値を知りたい場合には，インベントリに多大な労力が要りますので，この方法

はマクロ的な見方よりミクロ的な見方に適しています。把握できたプロセスを合算して

いくことから，次に述べる産業連関表法より環境負荷量が一般的に過小になります。

林業技術No.7192002.2-③



マクロ的評価に最適の産業連関表法とは，産業界での生産活動に伴う財の分散状況を

あらわす表である「産業連関表」から環境負荷を一括して求める方法です。ある部門の

製品の生産またはサービスのために投入する要素が527部門で，ある部門が生産した製

品またはサービスの行き先が411部門しか分類されていませんので，活用分野は限られ

ます。部門全体の財の動きから分析しますので，平均的な値を間接波及(製品のライフサ

イクルそのものではなく，それに付随する製品やサービスのInputやOutputのこと｡対象とす

る製品に近いものから，1次，2次と呼びます｡)も含めて求められるものの，境界が不明瞭

なので，精度は高くありません。評価可能な環境負荷量も，産業連関表に沿った環境分

析用産業連関表2)が作成されているとはいえ,CO2に限定されます。

3．木材からのCO2放出はどこで負担？

木材は他の資源と異なり，持続的に再生産が可能な，炭素を固定する更新性資源です。

森林破壊が気候変動や環境保全に強く関連することから,IPCC(Intergovernmental

PanelonClimateChange)でその取り扱いが検討されています。炭酸ガスを炭素の形

で固定した樹木は伐採されて木材となりますが，固定された炭素がいつの時点で循環し

て大気に戻るかの判断に政治が絡んでいるわけです。科学的に見れば，固定された炭素

は，木材の廃棄時にその場所で放出されるので,廃棄国でカウントすべきですが,IPCC

の取り決めでは，伐採時にカウンl､するとなっているようです。木材が国産材であれば，

国内という地域内における矛盾は出ませんが，輸入材の場合，廃棄時のCO2排出のみゼ

ロという不思議なことが起こります。

●LCAの主な研究機関
LCAの研究で先端を進んでいる研究機関は，ライデン大学環境科学センター

(CML)*',スイス連邦環境森林景観局(BUWAL)*2,シュトットガル卜大学ライフサイ

クルエ学科(IKP)*3と学会である環境毒物化学学会(SETAC)等です。森林や林産物に

関するLCA研究はあまり行われていませんが，ドイツ連邦林業林産研究センター

(BFH)*4などが精力的に行っています3)｡日本では,独立行政法人産業技術総合研究所の

ライフサイクルアセスメント研究センター(LCA研究センター)護5や慶應義塾大学産業

研究所，金属材料技術研究所などで盛んに研究が行われています。

●LCAツール

市販または入手可能なLCAソフトは多数あり，使用に当たっては，どのようなデータ

ベースが付属または使用可能なのか，プロセスフローが容易に構築・拡張できるか，イ

ンベントリの修正・追加が発売元のサポートも含めて容易かどうか,E|本語版はあるの

かなどに留意して，購入または採用する必要があります。

代表的なデータベースに，欧米ではBUWAL(スイス),ETH(スイス)*6,APME("､<

ルギー，欧州プラスティックエ業会),TRI(ToxicReleaSelnventOry,米国環境保護

局)燕7等があります。わが国では積み上げ法のNEDO(新エネルギー･産業技術総合開発

機構)，化学経済研究所，プラスティック処理促進協会，未踏科学技術協会，産業環境管

理協会のものが，産業連関表法の慶應義塾大学,EI本建築学会，金属材料研究所のもの

が，ハイブリッド法のNIRE,電力中央研究所のものが知られています。

代表的なソフトは，最終製品について分析を行うSimaPro*8JPJEMAI-LCA*9など

が，建築物について行う建築のライフサイクルエネルギー算出プログラムマニュアル4）

④－林業技術No.7192002.2



などがあります。誌面の余裕がないので,URLをご覧下さい。

●LCAの事例

LCAの解析事例は，影響評価まで行ったケースは少ないですが，多数あります。しか

し，木質材料や製品についての事例は少なく，今後のインベントリが期待されます。

1．木質材料のLCI事例

これまで公的に行われた木質材料のインベントリの内で代表的なものは，林野庁が森

林･木質資源利用先端技術推進協議会（略称：森林先端協，英名111各称:APAST)に委託

し，平成9年から3年間にわたって実施された「環境低負荷型木質資源利用促進調査」

事業5)と，日本木材保存協会のLCA部会6)などがあります｡両者とも，木材工業界からの

積極的な参加で進められていますが，切り口が異なりますので，最終結果はそれぞれの

立場でLCA普及に貢献するものと期待しています。

研究者レベルでもいくつか報告7)が見られ,当研究室では,木質製品の標準的な原単位

を求めるために，代表的な製造工場における調査と工業統計表を用いることで，木材・

木質製品のインベントリを実施中ですが，公表するには至っていません。

2．再生紙を使うほど温暖化が防止できる？

森林，特に熱帯林の破壊が深刻になり，その防止のために，森林伐採を抑制し，その

ぶん古紙をリサイクルして，再使用することが広く行われるようになってきました。そ

のシンボルが牛乳パックのリサイクルです。

リサイクルによって木材チップ，つまり森林資源の使用量が抑制されることは明らか

ですが，他に問題はないのかという素朴な疑問から始められた研究があります。現在の

古紙パルプの混入率(48％)を基準に，混入率を上げたり，輸送距離を現状の片道30km

より伸ばしたりするシミュレーションを行った結果，古紙パルプを使えば使うほど，自

家発電用燃料となるパルプ製造時の黒液や廃チップ量が減少し，不足電力を化石燃料で

補うことから，総CO2排出量は減少するが，化石資源由来のCO2排出鐙が増大すること

や，古紙混入率を72％まで上げた場合,180km以遠からの回収古紙を再生すると，現

状に比べて総CO2排出量も増大することがLCAによってわかりました8)。

古紙はゴミ問題にもなっていますので，温暖化を防止し，処分場へも送らないために，

サーマルリサイクルという古紙の燃焼による発電で製紙時に投入したエネルギーの一部

を回収する方法が提案されました。これによって，生じたCO2は次の樹木の生長に消費

されるという炭素循環が成立し，発電した電力を送電線経由で製紙工程に投入すること

で，化石資源由来の電力消費によるCO2排出量も下げられますので，そのぶん古紙回収

距離が伸ばせることになります。

"1CMLURLhttp://www.leidenumv.nl/interfac/cml/index.html

*2BUWALURLhttp://www.buwal.ch/e/index・htm

*31KPURLhttp://www・uni-stuttgart.de/en/
*4IBFHURLhttp://www.bfafhde/indexe.htm

*5LCA研究センターURLhttp://www・aist｡go.jp/aist_j/o,･ganization/organization
html

*6ETHURLhttp://www_ethz.ch/

"7TRIURLhttp://www.epagov/tri/
*8SimaProURLhttp://pre.yamatake・co.jp
聯9㈹産業環境管哩協会URLhttp://www・jemai.or.jp/lcasoft/defaulthtm
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●森林はLCAによる理論武装を／
地球温暖化やオゾン層破壊が人類存続にかかわる大きな問題となってきた今日，化石

資源を多量に消費して生産される製品の業界はこぞってLCAによる「環境に優しい！」

という理論武装を急いでいます。それらのほとんどは，従来の製品に比べて，新製品の

揺りかごから墓場までの一生涯をLCAで評価するとこれだけ環境負荷量が少なくなっ

たので，優しくなったという論法です。

一方，大気中の炭酸ガスを吸って，太陽エネルギーにより生産される木材をはじめと

するバイオマスは，廃棄時に吸った分を吐き出すだけなので，環境に優しい材料と捉え

られていますが，その証明を求められますと，説得力のあるデータを提供できません。

その主な理由の一つは，製材や合板といった木質材料の生産プロセスにおける環境負

荷量は求められますｶｮ，製品の原材料調達というプロセスに相当する原木の生産にかか

わるデータがないからです｡化石資源や鉱物資源を原料とする製品のLCAでは,埋蔵資

源を採掘するプロセスからインベントリーを始めるだけで十分で，すでにデータは相当

ありますが，木材の場合は，林地の地ごしらえからインベントリーを始めるのか？林道

整備や土木工事による環境影響はどう評価するのか？など，何一つ決まっていません。

仕方なく，森林伐採作業における環境負荷量のみを評価しているのが現状です。

持続的な生産が続けられるか否か，地元との結び付きが強いかどうかなども評価する

FSCの基準に合格した森林から伐採される丸太であっても，奥地から重機でもって伐

採・搬出される場合と土場に近い平地林の場合とでは環境負荷量が大きく異なるはずで

すが，区別されることはありません。真に環境負荷量の少ない丸太を生産するには環境

マネージメントに加えてLCAを行う必要があるでしょう。この点で,一連の規格を有す

るISOが有利かもしれません。

丸太のLCAが行えない状況ｶﾖいつまでも続きますと，環境に優しいとか配慮したと

いう標語で販売されるアルミサッシをふんだんに使った軽量鉄骨や発泡コンクリート製

の住宅にますますシェアを奪われ，そのぶん日本の山は苦しくなるでしょう。LCAでス

ギに理論武装をさせる研究者が一刻も早く出てくることを願う次第です。〈完〉

［文献］

1）㈹未踏科学技術協会エコマテリアル研究会編:"LCAのすべて－環境への負荷を評価する

－"，工業調査会，東京,1995,pp.161

2）池田明由，篠崎美貴，管幹雄，早見均，藤原浩一，吉岡完治：“環境分析用産業連関

表"，慶應義塾大学産業研究所，東京,1996,pp.205

3）服部順昭：諸外国の研究機関におけるライフサイクルアセスメント研究の現状,平成10年
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平成’3年6月，第|51国会において,21世紀を

迎えたわが国林政の基本となる林業基本法改正法

(森林･林業基本法）および関連法（森林法，林業

経営基盤強化法の改正法）が可決・成立した。以

来，基本法の示す政策の具体化が進められており，

同年'0月には，「森林･林業基本計画（以下，「基

本計画｣という)｣が策定されるとともに，「全国森

林計画」が変更された。さらに：’4年3月末まで

には，「地域森林計画」および｢市町村森林整備計

画」が変更（策定）され

凝
ることとなっている。

近年のわが国森林・林

業を巡る諸情勢の変化に

対処して，新たに展開さ

れようとしている林政

(森林資源管理における）

の特色は，森林の有する

多面的機能の発揮につい

て，属地的に機能を区分

するとともに，機能の発

揮に必要な森林施業を明らかにして，施策を進め

ようとしていることである。

基本計画では,森林が有する機能として｢水土保

全林｣，「森林と人との共生林｣および｢資源の循環

利用林」を，森林施業の方法として「育成複層

林｣，「育成単層林」および｢天然生林」をそれぞれ

掲げ，現状（平成12年）ならびに目標（平成22,

32年）および指向する時期の数値（面積）を明ら

かにしており，森林計画の体系に沿って，これらの

施業を現地の森林に適用しようとしている。

国有林については，すでに国有林の地域別の森

林計画および森林調査簿において小班ごとの機能

区分および行うべき施業が明らかにされ，それに

基づいて事業が実施されている。

一方，民有林については，所有者が地方公共団

体,集落共同体,会社,数のうえで圧倒的に多い個

人(林家)等多岐にわたり，所有目的も多様である

が，近年，木材価格の低

蕊溌
を定着させていく必要が

ある。この場合,森林の現況およびその森林を巡る

社会的環境を十分把握するとともに,長伐期,複層

林’天然更新等これまで定着の不十分な施業技術

I

林，天然更新等これまで定着の不十分な施業技術

の開発およびその普及啓発を図ることが重要であ

る｡現地で民有林の施業を指導する都道府県,市町

村および森林組合等における林業技術者の役割が

重要となっている。

RF一．琴包＝‐g二三一諄自E－－p－1ーn．一二卓や舌1－今･釘一一一‐喜＝’＝－F垂＝且雪一幸一四一＝-一屯I鯵害＝．窪‐＝軍＝一二戸二号｝一一

口カラー版きのこ図鑑著者：監修／本郷次雄・編／幼菌の会発行所；家の光協会(a03-5261-

2301）発行；2001年8月A5判3351]本体価格:4.700円

口山林苗木の育苗技術文献集編集発行：全国山林種苗協|司組合連合会(a03-3262-3071)発行：

2001年10月A5判241.p本体価格:3,000円(税込）

口白神山地一ブナ原生林は誰のものか一著者：根深誠発行所：つり人社(e03-3294-0781)発

行:2001年10月135cm×196cm239p本体価格:1,600円

口森林の潮流一地球環境時代の森を考える－著者：田村靖発行所：新風書房(a03-3453-8510)

発行:2001年12月128cm×186cm246p本体価格:1,500円

口雪炎一富士山最後の強力伝一著者：丼ノ部康之発行所：山と渓谷社(a03-3436-4055)発行：

2001年10月（第6刷)135cm×194cm221p本体価格:1,4561rl

□すぐにできるオイル缶炭やき術著者：溝口秀士発行所：創森社(壷03-5228-2270）発行22001

年12月A5判1231]本体価格:1,238円

一
雌
１
Ｊ
』

itL1三…－麿雪-些閂栗'父vﾉ，ヱノJ1ムー裾1画ツr／風I"率廷ブ鱈'』'ｿ11-L'二{天ロ':L1‘-W.~…｡~坐v"ノブ瞳'上：
‘て2001年10月（第6刷)135cm×194cm221p本体価格:1,4561rl6

1:pすぐにで…ｲﾙ雷炭や鶯術薯脅溝口秀士発行所:‘崎社(…228-2270)発行:200'!』。年12月A5判123p本体価格:1,238円
I

､撃仏登亦學舗念………灘崔置曽応一W…承…蛇錘■~郡羽…唾擁遮'､玄乳等＝率龍錘壼零聖鐸舎罰…蝿･認､H勢句苫一…認可可TI矛T形厚醍喀劇白巴謎……,悪読手勒弓季唱…酔誇i＝:-轄司蝉雲冷弥呵雰id1lh

林業技術No.7192002.2-⑰

熱

１
輪
戸
『
ｌ
‐
‐
町
但
ｐ
‐
刊

嗣
爾
錦
卿
輔
脳
纐
態
壁
斌
謹
冨
戯
聴
撫
紗
▲
寓
一
癖



篝職購瀞

日本学術会議答申｢農業･森林の多面的な機能」

〈第l11章森林の多面的機能>の読み方

おおたたけひこ

太田猛彦 東京大学大学院農学生命科学研究科･教授

1941年東京都生まれ｡1971年東京大学農学部林学科卒業,1978年同大学院震学系研究科
修了(農学博士)，同年東京大学農学部助手，その後，東京震工大学震学部壽師，同助教授

を経て，1990年東京大学農学部教授，現在に至る。水文･水資源学会副会長，砂防学会会
長等を歴任。現在，日本林学会会長。日本学術会議会員，林政審議会委員。
著書:r渓流生態砂防学』（編著),『水と±をはぐくむ森』，『森林・林業百科事典」（編
集委員).r中山間地と多面的機能』（共著）など
趣味：ガーデニング

1．はじめに

2001年11月1日，日本学術会議（吉川弘之会長）

は,2000年12月14日に農林水産大臣から諮問された

｢地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面

的な機能の諏面について」の答申を行った。森林･林

業界にとっては，その数日前の2001年10月26日に

閣議決定された「森林･林業基本計画」とともに，少

なくとも21世紀初頭の森林･林業･木材産業にかかわ

る施策を規定するキーワード'~森林の多面的機能」に

関して，同時に二つの文書が公表されたことになる。

筆者はたまたま日本学術会議第18期の会員であっ

たため，同会議が設置した「農業･森林の多面的機能

に関する特別委員会（祖田修委員長)」の幹事および

同特別委員会の下に設置された｢謝氷の多面的機能に

関するワーキング・グループ委員会」の座長として，

おもに森林にかかわる部分の議論の取りまとめを仰

せつかった。特別委員会およびワーキング・グループ

委三会における議論は実質半年ほどであったが,極め

てインテンシブな議論が行われ，日本学術会議にとっ

て他省庁からの諮問は36年ぶりであるという，ちょ

っと“歴史的な”諮問に答える上記の答申がまとめら

れた。

そこで本稿では，新しい森林･林業基本法（2000年

6月29日成立，7月11日施行）や上述の森林･林業

基本計画と無関係ではありえない同答申について，第

|||章（森林の多面的機能）を中心に，答申に至る経緯

⑬－林業技術No.7192002.2

や答申の内容等について解説を加える。なお，答申全

文はhttp://www.scJ.go.jp/info/data_18_4.htmlで

見ることができる(印刷も可能)。また，第'''三につい

ては『森林科学』（日本林学会発行No8420022)に

掲載されている。

2．特別委員会等での審議経過と

答申の概要

2.1諮問の背景と内容

農林水産大臣が日本学術会議(注1）に"歴史的な”

諮問を行った直接の理由は，農業部門のWTO対策の

一つとして，日本の農業が持つ多面的機能の重要性と

その価値を組み込んだ農産物国際貿易制度確立の妥

当性を国際的に認めさせるため,第三者機関である日

本学術会議に農業の多面的機能の価値を科学的に評

価してもらうとともに，国民にもわかりやすくアピー

ルするため，その価値を価格（貨幣価値）で評価して

もらおうとしたものである。

おりから林野庁においても「森林の有する多面的機

能の発揮」を施策の前面に押し出そうとしており，関

連して｢森林の公益的機能は約75兆円｣と公表したと

ころでもあり，第三者機関による森林の多面的機籠の

科学的評価は新しい施策の推進上も有効と判断して，

先の諮問に至ったものと冑いている。

諮問は，「晨業｣と｢森林』のそれぞれについて，①

多面的機能の内容と範囲を整理する,e各種の機能の

発現メカニズムを科学的（定性的または定量的）に明



表①日本学術会議「農業・森林の多面的機能に関する特別委員会」
およびワーキング・グループ委員一覧

特別委員会

委員長祖田修第6部会三京都大学大学院農学研
究科教授

幹事野上道男第4部会曼日本大学文理学部教授
幹事太田猛彦第6部会罠東京大学大学院農学生

命料学研究科教授（森林の多面的機
能に関するワーキング･グループ座
長）

松尾正人第1部会員中央大学文学部教授
毛里和子第2部会員早稲田大学政治経済学

部教授

横井弘美第3部会員名古屋学院大学経済学
部教授

円保憲仁第5部会員放送大学長
佐藤晃一第6部会員松山大学教授（農業の

多面的機能に関するワーキング・グ
ループ座長）

鴨下菫彦第7部会員寶育会病院長

農業ワーキング・グループ
座長佐藤晃一前記

松尾正人前記
横井弘美前記
毛里和子前記

石井龍一第6部会員日本大学生物資源科学
部教授

祖田修前記

谷口旭第6部会員東北大学大学院農学研
究科教授（水産業・海洋の多面的機

らかにする，⑧各機能ごとに最もふさわしい定量的評

価法（できれば貨幣的評価法）を提示する，④定量的

評価法の高度化に向けた調査研究の展開方向につい

て提言する，等を求めており，一言でいえば，国民の

理解を図るために多面的な機能をトータルとして金

額で評価してほしいというものであった。

なお，本件を日本学術会議へ諮問することを発案し

たのは上杉光弘参議院議員（宮崎県選出）であり，同

議員に対しては，すべての分野から選出された科学者

集団によって本格的に森林が議論される“初めての”

機会が与えられた点や日本学術会議の活性化をうな

がした点などから，森林科学にかかわる会員の－人と

して感謝の意を表したい。

（注I）日本学術会議：日本学術会議は，わが国の科学
者の内外に対する代表機関として1949年に設立され，
全国約73万人（約1400の学協会に所属）の科学者の
代表として選出された210人の会員（任期は3年）に
より組織され，独立して（現在は総務省に置かれてい
る),①科学に関する重要事項を審議し,その実現を図
ること,e科学に質する研究の連絡を図り，その能率
を向上させることを職務としている。会員は関連する
分野の学協会の集団である研究連絡委員会(研連と略
称される）を母体として選出され，森林科学関連では
林学，森林工学,木材学の3研連が,それぞれ現'8期
会員として鈴木和夫会員，太田猛彦会員，富田文一郎

能担当）

富田正彦第6部会員宇都宮大学薑学部教授
中野政詩第6部会員東京大学名誉教授
宝需東京大学大学院農学生命科学研究科

教授

永嶋義隆日本農業土木総合研究所調査研究第
一部長

森林ワーキング・グループ

座長太田猛彦前記
野上道男前記
丹保憲仁前記
鴨下重彦前記

鈴木和夫第6部会員東京大学大学院農学生
命科学研究科教授

池淵周一京都大学防災研究所教授
北村昌美山形大学名誉教授

鈴木雅一東京大学大学院農学生命科学研究科
教授

福岡克也東亜大学大学院教授

特別委員会及びワーキング・グループオブザーバー
小前隆美農業工学研究所農地整備部長
桜井尚武森林総合研究所研究管理官

袴田共之農業工学研究所農村環境部長
平尾正之中央水産研究所経営経済部長
吉田泰治農林水産省政策研究所政策研究調整

官

会員を選出している｡各会員は7つの部(農学は第6部
で会員数は30人)に分かれて活動するほか，それぞれ
常置委員会や特別委員会等に所属して活動している。

2.2特別委員会およびワーキング・グループ委員会

の設置

諮問を受けたE|本学術会議では第6部を中心に審

議方法を話し合い，第旧期としては8番目の特別委

員会(注2）を設置することになった。さらに，具体的

な検討のため，「農業」と「森林」の差異を考慮して、

別個のワーキング・グループ委三会を設けた。特別委

員会および二つのワーキング・グループ委員会の構成

メンバーは表①のとおりである。

森林ワーキング・グループ委員会には特別委員会か

ら地形学が専門の野上道男先生，衛生工学が専門の丹

保憲仁先生，小児科学が専門の鴨下菫彦先生が加わっ

たほか，第6部会員で森林保護学･森林植物学が専門

の鈴木和夫先生，林政学･環境経済学が専門の福岡克

也先生,森林経理学が専門で森林文化に造詣の深い北

村昌美先生のほか，「緑のダム｣にかかわる議論が沸騰

している現状を考慮して，河川水文学が専門の池淵周

一先生,森林水文学が専門の鈴木雅一先生にも参加し

ていただいた。また，オブザーバーとして参加してく

ださった桜井尚武先生は森林生態学・造林学が専門で
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ある。

（注2）特別委員会：日本学術会議に設置されている委
員会には運営審議会（"閣議”のような存在)，常置委
員会(6委員会)，特別委員会等がある。このうち特別
委曼会は，当期中に結論を出すべき重要課題に関して
9つを限度として設置が認められているもので,18期
当初には｢価値観の転換と新しいライフスタイル｣,「ジ
ェンダー問題の多角的検討｣，「ヒューマン・セキュリ
ティーの構築｣，「情報技術革新と経済・社会｣，「循環
型社会｣，「生命科学の全体像と生命倫理｣，「教育体系
の再構築」の7課題に対して特別委員会が設置されて
いた。『農業・森林の多面的機能に関する特別委員会」
は8番目の特別委員会として設置されたものである。

2.3審議経過

審議はほとんど両ワーキング・グループで別個に行

われ，必要に応じて合同会議を持って両グループ間の

調整を図った。4月に始まった審議の前半は，特別委

員会においても両ワーキング・グループ委員会におい

ても，議論は機能の定量評価，特に貨幣評価への疑問

に終始した。この頃，委員長・座長間では審議の成り

行きを心配する話が多かった。

森林ワーキング・グループでは森林の多面的機能を

評価するにあたって考慮すべき事項がいくつか挙げ

られ，それらについて順次議論を進めた。審議を重ね

るうちに，定量的評価についても単なる批判ではな

く，前向きの議論がなされるようになった。また，筆

者は厚かましくも｢多面的機能の考察は『森林の原理』

なるものにまでさかのぼって行うべきだ」と提案した

が,無謀な提案にもかかわらず好意的に議論していた

だいたと思っている。

7月には答申の骨子が固まった。その後，特別委員

会を数回開催して両ワーキング・グループの案を調整

した｡さらに答申案は会員全員参加の日本学術会議連

合部会に提案され,総会等で審議された後,10月17B

の運営審議会で最終的に承認された。なお，総会等で

の討議では，小晨圏や中農圏における農業の多面的機

能を考盧した「新しい貿易制度」の提案の是非をめぐ

って第3部会員（経済学系）と祖田委員長との間で白

熱した議論があったが，答申案はそのまま認められ

た。

2．4答申の全体構成と概要

答申は，第’三（総論)，第||章（農業の多面的機

能)，第|||章(森林の多面的機能)および付論(水産業

海洋の多面的機能）からなり総計約100ページに及ぶ

が，全文が答申主文扱いである。全体の要旨が総論の
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前に置かれ，第||章，第|||章にもそれぞれ要旨が付さ

れている。付論は，諮問にはなかったが，農林水産省

の要望で追加されたものである。第||菫および第111=

は，それぞれ農業および森林のワーキング・グループ

委員会での議論を取りまとめたものであり，第｜菫は

それらを参考にして祖田委員長が全体を取りまとめ，

さらに特別委員会で承認されたものである。しかし，

委員長は主に農業ワーキング，グループ委員会での討

議に参加されており，第｜章の内容が全体的に晨業の

多面的機能に関わる議論に傾斜しているのはやむを

得ないところである。なお，付論は晨業ワーキング・

グループ所属の第6部谷口旭会員(水産学)により取

りまとめられたものである。

第｜章および第'I章の概要はそれぞれ全体の要旨

(第｜章の要旨でもある）および第||章の要旨に示さ

れておりここでは省略するが,第｜章では,「市場の失

敗」として農業の多面的機能問題が生起した経緯，日

本などの“小農圏，，諸国が条件不利国として位置づけ

られる理由，農林業･森林の地球規模での適正配置の

必要性とそのための新たな貿易制度の確立の必要性

等が述べられている。また，第||章では，農業・農村

の役割として地域や地球の環境保全に貢献する役割

とともに，地域社会を形成･維持する役割を重視すべ

きであると主張している。なお，農業の多面的機能は

｢農業的土地利用が物質循環系を補完することにより，

‘‘環境”という公共財に貢献する役割」と「生産空間と

生活空間の－体性が地域の社会・文化を形成・維持す

る役割」に大別して論じられている。

3．答申第lll章(森林の多面的機能)の解説

答申の第|||章は12の節から構成されている。森林

の多面的機能のうち，いわゆる公益的機能と呼ばれる

部分,特に物理的機能と呼ばれる部分は，わが国では

近代森林科学がスタートする以前から注目され，論じ

られてきた歴史があるが，第1節では，いまあらため

て森林の多面的機能が論じられる背壹が述べられて

いる。第2節から第4節までは森林の多面的機能の原

論に相当する部分である。森林の多面的機能を論じる

にあたって，「森林｣をその原点にまでさかのぼって議

論していることが本答申の一つの特徴である。第5節

から第8節までは多面的機能の価値の評価にあたっ

て留意しなければならない事項を順次議論している。



特に第6節で論じられている視点は菫要である。第9

節から第11節までが今回の諮問に直接関係する部分

で，当面の結論が第10節にまとめられている（第10

節を正しく理解するためには，第9節までの考察が必

要であることはいうまでもない)。最後の第12節に森

林の多面的機能の各論が配されている。

以下，第1節から順に各節の記述についてコメント

を加える。

3．1森林の現状と多面的な機能

第1節では，1)日本の森林の変遷と現状，2)多面的

な機能への期待の高まりと科学的評価の必要|生,3)評

価の対象となる森林の範囲，等について述べている。

1)では，大局的に見ると日本の森林は里山を中心に

19世紀末(明治中期)頃最も荒廃していたこと。良好

な自然環境を維持する基本的条件である‘植生によっ

て地表が被覆されているかどうか”の観点からみる

と，現代は森林が量的に壹かな時代であること。しか

しながら，人為の影響を免れた天然林は奥山にもごく

わずかしかなく，伝統的な里山の二次林も変質してい

るなど，森林の質的変化(劣化?)が著しいこと，等を

読み取ってもらいたい。一方，人工林の手入れ不足に

よる森林の荒廃が喧伝されているが，日本人が過去に

経験した「はげ山」の時代の激しい森林荒廃と現代の

森林荒廃とは荒廃のレベルが全く異なることを確認

しておきたい。都会人の大部分は，通常の国土保全の

意味で，日本の森林はいま歴史上最も荒廃していると

信じている兆候がある◎森林の現状を正確に理解し，

また，理解してもらうことが森林を議論する前提であ

ると筆者は考えている。

ところで，農業の多面的機能の発揮は「営晨行為」

を前提としているのに対し，森林の多面的機能の発揮

は,理論的には必ずしも森林に対する人為的かかわり

を前提としていない面がある。農林水産大臣からの諮

問が農業と“林業”でなく，「農業と“森林"の多面的

な機能の評価」とされた所以である。しかし3)では，

現実の森林は，特にわが国では，適切な「管琿」なし

に森林の多面的機能の高度発揮はあり得ないと主張

している。このことは，私たち森林の管理にかかわる

ものは，その責任の重さを自覚する必要があることを

示唆している。この場合の「管理」の内容は極めて広

範であることはいうまでもない。人類が環境の構成要

素となった時代(第6節参照)を象徴する論理と言え

よう°

なお，2)では，答申の第｜章（総論）で言論されて

いる農業における｢市場の失敗｣と，林業における｢市

場の失敗」の相違に注意してほしい。

3.2森林の原理

筆者は，農学(農業)における｢農業の多面的機能」

問題はあまたある農学（農業）の課題の中の－つであ

ろうが，森林科学において「森林の多面的機能」を論

じることは，森林科学の各分野に深くかかわり，農学

の場合とは比較にならないほど重大なテーマである，

との認識を持っていた。そこで，この際「森林｣をそ

の原点にまでさかのぼって議論する必要があると思

い，筆者の考える「森林の原理」を森林ワーキング．

グループ委員会に提示してみた。すなわち，筆者は森

林の本質を1)森林と環境,2)森林の利用,3)森林と文

化に分けて議論するよう提案し，討議の結杲，第2節

に示すように集約．整理された。筆者はそれらを環

境原理｣，「利用原理｣，「文化原理」と呼んでいるが，

このような“森林の原理的な説明”はいままで試みら

れたことがないであろう。

一般に森林と環境の関係を論じるとき，生態学的観

点から論じられることが多い。しかし，本節ではもう

少し視野を広げて,むしろ地理学的観点から,｢森林は

地形.地質，気候とともに地域や地球の自然環境を構

成する要素の一つ」とみる立場が採られている。さら

に，森林は現在の地域や地球の自然環境の中で発生し

たものではないことに注目し，むしろ森林は地質時代

を通じて地球と地域の自然環境の形成に関与してき

たことも考慮された。この点は森林と環境の関係を考

える新しい視点であると筆者は考えている(地球環境

史における森林の意義については,参考文献1)，2)を

参照されたい)｡こうして,森林の本質の第一は自然環

境の構成要素として機能していることであるとの合

意が得られた。

さらに，森林ワーキング・グループの議論では，森

林が日本人の生活と精神・文化，したがって日本人の

自然観や価値観，すなわち日本人の「こころ」に与え

た影響を重視する意見が多く出た。地域性豊かな森林

文化，それを基盤とした稲作文化が現代の日本文化や

日本人の民族性を形成したと考えるわけである。筆者

はこれを森林の「文化原理」と呼びたい。

一方,森に埋もれて生きてきた日本人が森林を効率
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環境原理

文化原理

’(物質)利用原理物質生産

図①森林の多面的機能の種類

いるという意味で，これらは森林の本實的な機能と

考えられる｡快適環境形成機能もほぼ同様の物理性

を持つが，大部分は人間の意思が反映されており．

その点で本質的でない部分がある。なお，土砂災害

防止機能／土壌保全機能の中心は侵食防止機能で

あり，理論的にはそのように呼ぶのが妥当である

が，わかりやすさを重視して『土砂災＝防止機能」

とし，さらに，表層±壌唐の侵食防止は植物の生産

力にもかかわる重要な意味を持っているのでそれ

を強調するためのr土壌保全機能」を加えた表現と

なっている。

文化機能は日本人の民族性･文化性を形成したとい

う意味で，日本人にとってのもう一つの"森林の根

源的な機能”とされた。保健・レクリエーション機

能の一部はこの機能との複合作用|こよって発揮さ

れている面がある。

森林の多様な機能の中で,木材やバイオマスを利用

する物質生産機能はむしろ特異な機能であること

的に利用してきたことは言うまでもない。利用の方法

は大きく分けて“森林から木材などの物質を取り出す

利用法”と“森林の存在あるいは営みをそのまま利用

する方法"があることに留意する必要がある。その相

違は森林の多面的機能の"意味"を考えるとき重要で

ある。

3.3森林の多面的な機能の種類と意味

第3節では森林の多面的機能を8種類に分類し，前

節の議論を踏まえてそれらの意味づけが行われた｡本

節の意義は，「森林はかけがえのないもの｣と情緒的に

表現されていた森林の内実を，不十分ではあるが，初

めて科学的に分類･説明されたことであると思ってい

る(図①参照)。具体的には以下の点に注目していただ

きたい。

・生物多様性保全機能が森林の“根源的な機能”とし

て最初に掲げられた。その意味は，森林の生物多様

性が保全されることは,生物進化の歴史性を保持し

て現存している生物の大集団がその環境も含めて

維持されることにより，その存在が将来も保証され

るという意味で,森林から生まれ出た人類が地球上

に存在し続けることにもかかわる倫理的意味（と言

われるが,筆者は科学的意味付けが可能であると思

っている）を重視したことを示している。

・地球環境保全機能,土砂災害防止機能／土壌保全機

能，水源潤養機籠は，いずれも森林が自然環境の構

成要素として機能することから発揮される物理的

機能としてまとめて説明された。これらはいずれも

物質その他の“循環”にかかわる機能であり，循環

する“場”と循環する物質その他が異なるだけであ

る。森林の存在がその“場”の自然環境を規定して

が示された。すなわち，物質生産機能は"森林から

木材などの物質を取り出す利用法”であり，答申に

あるように，“一時的にせよ森林生態系の活動が発

揮する環境保全機能等を損なう可能性がある。した

がって，環境保全機能等とトレードオフの関係にあ

る”といえる。「持続可能な森林の利用･管理」が必

要な所以であり，他の7つの機能とは異質な点も含

んだr(物質）利用原理」に基づく機能である。

3.4森林の多面的な機能の特徴

第4節では森林の多面的な機能全体が持つ特性が

整理されている｡すなわち,“森林は極めて多様な機能

を持つが、個々の機能には限界がある。森林の多面的
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図②森林と農耕地と都市

な機能は総合的に発揮されるとき最も強力なものと

なる”などとし，単一の機能を追求することの危うさ

を書告している。また，森林の機能の「階層性」とい

う聞き慣れない用語が使われているが，これは森林を

ゾーニングして管理するときなどに不可欠な知識と

して鈴木雅一委員や筆者らが提示してきた概念であ

る。詳しくは参考文献1)，3)などを参照されたい。

それぞれ，実際に森林を管理する場合に知っておく

べき，きわめて重要な森林の性質である。

3.5機能の価値の歴史性と地域性

第5節からは森林の多面的な機能の価値を評価す

る場合に留意すべき事項を4項目挙げて議論してい

る。

まず第5節では，価値評価に関する留意事項の第一

として，多面的機能の価値は当該地域の社会的条件に

よって時間的（歴史的）にも空間的（地域や国別）に

も変動することを挙げている。すなわち，社会の状況

によって人々による森林への圧力の加わり方が異な

り，各種機能の劣化の仕方や価値も違ってくるのであ

る。かつての日本（奥山を除く）や現代の途ﾄ国では

森林が重的に（したがって質的にも）貧弱で，主に物

理的機能や物質生産機能の価値が高かった。一方，現

代の日本では量的には満たされてきており，むしろ根

源的機能の価値が高まっている。

3.6農地・農村との関係，都市との関係

第6節のテーマは森林ワーキング・グループ委員会

が精力的に議論した留意事項の一つで,1990年代初め

から“地球環境史における森林の役割”に興味を持っ

ていた筆者にとっては本特別委員会の全活動を通し

て最も印象に残った議論であった。

近年，私たちはしばしば“森林と人々との共生”と

いうスローガンを口にする。現代は都市社会の時代で

あり,人々の大部分は都市に住んでいるから,“森林と

都市との共生”と言ってもよい。森林から遠く離れた

都市においても水源の確保などを通して森林との結

びつきを絶つことはできないだろうし，レクリエーシ

ョンや教育などの世界でも森林と都市との結びつき

は今後ますます強まるだろうと信じているからであ

る。しかしながら，現実には都市ばかりでなく農村と

森林との結びつきも希薄になっていることを認めな

いわけにはいかない。そこで森林と都市あるいは農村

との関係を冷静に分析してみる必要がある。

現代社会の±地利用を分類すると，都市と農地と森

林に大別される。この場合，農地と森林は，太陽エネ

ルギーに依存する同様のバイオマス生産が行われる

場所として都市や工場地域と区別され，農林地，農林

業，震山村などとまとめて扱われることが多かった。

これに対し筆者は，むしろ農地と森林，農業と林業，

簔学と森林科学の差を意識することが森林管理など

森林および自然環境関連技術の発展に有益であると

して，例えばJABEE(日本技術者教育認定機構)にお

いて〔森林および森林関連分野」の設立を説いてきた

(参考文献4）を参照)が，その際も農業と林業の差と

して生育期間の違いや人間によるコントロールの程

度の差（農産物の生産システムは工業製品の生産シス

テムに近い）を強調してきたにすぎない。

しかしながら,本節の議論によって,農業と森林(林

業）の決定的な差は，化石エネルギーの大量投入があ

るか否かであることが明確になったと感じている。つ

まり，‘‘人間によるコントロール"の内容は，化学肥料
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や農業機械の使用，近代的灌潮施設の建設・運用な

ど，ほとんどが化石エネルギー起源の物質や技術の投

入であり，これによって食料の大量生産が可能になっ

たのである。さらに，化石エネルギーと地下資源の集

中的大量投入によって都市の人口収容力が大幅に増

加したことと相まって，太陽エネルギーのみに頼る生

産では3000～4000万人程度（江戸時代の人口から推

定）しか収容できない日本列島に，他国の生産物に依

存している面はあるものの，1億2000万人が暮らせ

るのである。原理は同じ光合成によるバイオマス生産

が基本でも，晨地と森林の違いは決定的であるといえ

る。

このように，都市や農業の実態を考えると，それら

を考盧しない単純な共生の理論だけでは森林は都市

に飲み込まれてしまうだろう。持続可能な森林の管理

など不可能といえる。

いま答申に示す考え方を図示すると，図②のように

なろう。都市に住む現代人が太陽エネルギーのみで駆

動している森林に接するときは,森林生態系の一員で

あるヒトとして振る舞うべきである。森林と都市との

共生はこのような“条件付”である。高速道路と林道

を使って高級車で乗りつけ,モダンな装備と最新の釣

具を持って渓流を闇歩し，ついでに山菜やきのこを採

り，帰りにゴミを捨てていく･･･都会人との共生は無理

というものである（ルールをわきまえた大部分の釣り

人には失礼と申し上げます)。

価値評価に関する留意事項の第二は,都市の膨張と

いう現代社会の現実を直視しない森林の評価はあり

えないということであろう。

3.7経済のグローバル化と林業

価値評価に関する留意事項の第三点は国際的視点

である。第1節の記述と併せると，林業においても農

業と同様に「市場の失敗」が起こっていること，林業

の場合はそれが地域や地球の環境問題に直結するこ

と，等が重要であり，これらの点については次節で述

べる積極的対応が望まれる。国際的に通用する価値評

価が不可避であることはいうまでもない。

3.821世紀社会の展望と森林

第8節では,価値評価に関する留意事項の四つ目と

して,21世紀社会を展望したうえで森林の多面的機能

の価値を評価する必要があるとの認識に立ち，「循環

型社会」等を想定して21世紀の森林施策を短く議論
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している。提案された施策としては，山村における循

環型社会の構築，木材の自由鬘易制度改変への取り組

み，森と人とを結ぶ新産業の育成などであるが，特に

"WTOの場で木材貿易の「簔境保全貿易」化を主張す

べき"ことについては，“環境立国を志向するわが国の

(学術会議による「日本の計画(注3)｣，すなわち）

JapanPe｢spectiveにふさわしい主張である'，とし

て日本学術会議にも行動を促している。筆者は，第6

節や本節の主張は,21世紀における日本の森林の位置

づけと森林の多面的機能の高度発揮戦略に関して大

きなヒントを提供していると解釈している。

（注3）日本の計画JapanPerspective:日本学術
会議は当18期の活動計画として二つの重点課謹を掲
げている。その－つが"人類的課題解決のための日本
の計画JapanPerspectiveの提案，'である。日本

学術会議第18期活動計画によれば，‘恩人類的課題を解
決して持続可能な21世紀社会を築くためには，われ
われは20世紀の反省の上に立って人類がこれから歩
むべき道を慎重に設計しなければならない。しかも，

その場合，日本の役割は非常に大きい。しかるに日本
の社会も硬直化しており，その潜在的行動力が発揮さ
れていない。そこで，まずわが国の硬直化解決のため
の道の設計を行い,その解決を前提とする日本の役割

を明示しつつ，世界が協力して地球規模の問題を解決
する可能な道を探ることである。そして，それは「日

本の計画」として世界に提案されなければならない”
としている。この目的のため，全特別委員会を統合す
る形の｢日本の計画委員会」（運営審議会付置)が設け

られている。「日本の計画｣の提案は，“行動する学術
会議”を目指す旧期の活動の目玉として注目されて
いる。

3.9林業経済学における森林の評価

第9節からの3節が,今回の諮問に直接答えている

部分である。

第9節では,森林の多面的機能の評価手法の現状が

述べられている。まず，従来｢森林の公益的機能」と

呼ばれてきた森林の多面的機能の価値評価に関する

これまでの議論を整理している。すなわち，林業経済

学等では，いわゆる「外部経済」として間接的に捉え

る考え方が一般化しているほか，森林の存在の公共的

側面を直接経済評価する必要性もいろいろな局面で

議論されている。しかし，保安林の評価も含めて，ま

だ誰もが納得する評価法は見出されていない．などと

総括された。確かに，筆者はこれまで保安林にかかわ

る各種の委員会に参加してきたが，保安林政策と，森

林計画制度などでの森林の公益的機能に対する公共

経済学的対応とでどのような整合性が図られている



のか，明確な説明は受けてこなかったように思われる。

一方,近年発展してきた環境経済学的対応について

も簡単な総括を行っている。すなわち，間接的非市場

調査法（代替法など）・直接的非市場調査法(CVMな

ど）の特徴や環境勘定（あるいは環境経済統合勘定）

と呼ばれる手法を概観し，いくつかの評価事例が検討

された｡また,国連による環境経済統合勘定や1997年

にアメリカで試算された"地球の生態系が行うサービ

ス”の評価例（参考文献5）参照）も検討された。そ

の結果，環境経済学的手法もいまだ発展途上であり，

必ずしも満足できる評価法を開発し得ていないと判

断された。

森林の多面的機能の評価手法の需発は，今回の諮問

の有無にかかわらず,新しい森林行政の推進にとって

も，最近始まった事業評価･政策評価の実施において

も不可欠な，きわめて重要なテーマである。今後は本

答申の森林論や次節の議論を踏まえた研究が必要で

あろう。

筆者は，森林の価値の評価においては，最初に市場

経済が存在しその「外部経済」として各種の多面的機

能を評価するというような“従来の枠組”で議論する

のではなく，「健全な森林の存在は人類と生物の現在

と将来にとって不可欠である。その森林の価値の－部

が森林の本質とは無関係な現在の経済制度の中に組

み込まれてしまっている。そのような状況の中で，森

林の真の(普遍的な)価値をどう評価するのか。また，

森林の価値が正当に評価される経済制度をどう構築

するのか」がいま問われていると考えている。そし

て，本答申はそのような問題提起をしていると考えた

い。関係する研究者の奮起を促したい。

3.10多面的な機能の評価の新しい視点

第’0節は，諮問に対する森林ワーキング･グループ

委員会の回答である｡端的に言えば,「森林の多面的機

能には『森林の根源性』に基づく機能など原理的に定

量評価し得ない重要な機能が含まれるので，たとえ貨

幣評価可能な機能があってそれらの集計が可能でも，

森林の価値全体の評価にはほど遠い」というものであ

る。特別委員会やワーキング・グループ委員会での議

論が始まったとき，多くの委員は定量評価，特に貨幣

評価に対して漠然とした疑問を抱いていた。その疑問

に対して本委員会が第9節までを薑やして下した結

論である。個別評価に対する危愼にも触れている。

しかしながら，答申は一方で多面的機能の一部につ

いては定量的評価が必要なことも認めている。森林の

管理や森林関連行政の推進上,明らかに一部の機能の

定量評価あるいは貨幣評価は必要であろう。森林の機

能を人々にわかりやすく説明する場合に，その佃直を

貨幣評価して示す意義も否定されていない｡そのよう

な場合も含めて，本章では定量評価に関する問題点が

5項目に整理されている。期待が大きかっただけにこ

の程度の総括しかできなかったと言うべきかもしれ

ないが，評価にあたっての課題はほぼ出そろったと思

う。

議論が沸騰したのは(3)の評価基準｢巳ferenceの

問題である。通常は漠然と森林のない状態を基準にし

ているようだがそれでよいのか。例えば，里山の二次

林生態系の機能は裸地を基準にすべきか,里山以前に

あった自然植生（潜在自然植生?）を蟇準にすべきか，

迷うところであろう。また，評価基準の異なる評価結

果を積算・集計することの意味を問う意見も出た。一

方で,期待されている貨幣評価を行う場合には,“森林

の多面的な機能の本質（第2～4節）を十分理解し，

評価に関する諸々の事情（第5～8節）や評価法にか

かわる諸特性（第9節2)）をも十分理解したうえで，

評価に対する仮定と基準（第10節2)）を明示して行

う"という,恐ろしい(?)ほど多くの条件が付された総

括となった。さらに，薔単な記述で済まされている

が，物理的機能についての定量評価の精度を上げるた

めには,森林の立地条件を考慮した地域の細分化が必

要であり，それに対応したデータの整備が不可欠であ

ることが指摘された。

諮問された時点では，物理的機能のようにある程度

定量評価が可能な機能については林野庁の発表した

数値よりも精度を高めた貨幣評価が期待されていた

であろうが，結局，それに対する森林ワーキング・グ

ループ委員会の回答は，「物理的機能といえども現状

のデータのみでは評価の精綴化はほとんど望めない。

データの整備が先決である」というものとなった。

なお，特別委員会および森林ワーキング・グループ

委員会での討議内容を踏まえて三菱総合研究所が行

った定量的評価の結果が第I章に紹介されている。代

替財を仮定した貨幣評価であるが，上述の理由によ

り，林野庁の試算（第lll章の最後に添付された付表に

記載されている）を－部修正したものとなっている。
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3.11今後の課題

そこで今後の課題として第一に挙げられるものは

森林データの整備となる。わが国における森林データ

収集の歴史は収穫試験地設定や森林簿の作成に始ま

り，昭和後期になって森林リモートセンシング系デー

タが加わった。近年,新しい森林モニタリングシステ

ムが導入されたが，いわゆるモントリオールプロセス

の基準・指標への対応も不十分であると言われる。

したがって．データの収集範囲はもっと総合的でな

ければならない。特に，森林の多面的機能の発揮を第

一目的とする新しい森林･林業基本計画を推進するう

えでも，より広範なデータの組織的収集が緊急の課題

であろう。本節では，第3節に挙げたすべての多面的

機能にかかわるデータを収集・整備の対象とすべきこ

とを提唱しているのである。筆者は，かねてからこの

ようなデータの整備の必要性を主張してきたつもり

であり，「データ収集計画の作成にあたっても,森林生

憲学や従来の森林GISの知見とともに,より広範な知

見の結集が必要である」と主張している。

その他の課題として，各種個別機能の発現メカニズ

ムの一層の研究,前節でも取り上げられた評価法の研

究のほか,森林の本鬘的意味や多面的機能の正しい内

容の国民への啓蒙･普及が重要であり，新しい森林の

創生運動も必要であると締めくくっている。最後の文

章は"森林の本質を踏まえた科学的知見を背景にした

新たな森林運動の提唱'，と解釈していただきたい。

3.12森林の多面的な機能各論

森林の多面的機能の各論部分は,第3節に挙げた8

種類の機能について，それぞれ｢具体的な機能の種類」

をキーワード的に列記したあと，当該機能の「内容の

概説と機能発現のメカニズム」および「定壼評価の可

能性及び機能の価値を理解するためのコメント」が段

落を挟んで記述されている。しかも,8種類の機能の

大半が1～15ページ程度で記述されており，記述量

にあまり差がつけられていないという特徴がある。本

答申では各種個別機能をできる限り平等に扱おうと

した結果である。そのため，従来に比べて相対的に物

質生産機能が軽視されているよう|こ思われるとした

ら，それは委員会の本意ではない。このことは是非ご

理解いただきたい。

また，その中で水源迩養機能についての記述量が多

少多いのには理由がある。すなわち，水源泗養機能は
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森林の公益的機能の代表として伝統的に最も注目さ

れてきた機能の一つであり，現在も森林が｢緑のダム」

と呼ばれる根拠となっている機能であるが，その定臺

的評価結果についての社会の認識は必ずしも一致し

ていない状況にあるからである。本委員会では，この

事実に鑑みて河川水文学および森林水文学を専門と

する委員を特に加えて検討し，この機会に日本学術会

議の名で統一見解をまとめようとしたものである。

各論での議論も踏まえて答申の第|||菫の最後に，8

種類の機能について，各論で取り上げられた定量評価

の可能性（の有無）と具体的機能が一覧表の形で添付

されている。また，この表には林野庁の試算結果も示

されている。この表の持つ意味は，物理的機能の中に

は現時点においても曲がりなりにもマクロに定量評

価し得る機能が存在することが認められたとしても，

それらは森林の多面的な機能のごく－部であること

を理解していただくことにある。

以上要するに本答申の内容は，晨林水産省や林野庁

が最初に意図した答申結果には必ずしもそぐわなか

ったかもしれない。しかしながら，あえて言えば，こ

のような結果になることは当初から想像できたこと

でもあろう。筆者は，批判を恐れずに言えば，本答申

は｢生態学や林業学の視点を超えて，森林の普遍的価

値を傭撤的に考察した最初のレポート」と考えてい

る。あるいは，「かけがえのないもの｣と言われる森林

の本質が，現代の科学的知見を結集して曲がりなりに

も「科学的に」説明されたと評価している。森林の有

する多面的機能の発揮を森林行政の中心に据えた新

しい森林･林業基本計画が発表されたとき，同時にこ

のようなレポートが公表された意義は大きく，是非熟

読してほしい。

4．答申を終えて

答申を終えて2カ月がたった。森林ワーキング・グ

ループ委員会の取りまとめという途方もない役目を

仰せつかった筆者としては7｢このような答申でよか

ったのか」という不安はいまもぬぐい去れない。

マスコミ，特に一般紙の反応は小さかった。これが

現在の日本学術会議の実力ともいえるだろう。－，二

掲載された記事も，案の定，貨幣評価の"総額?"を計

算して載せたものが多かった｡そうなることを避けた



いと答申しているにもかかわらずである。もっと

も，短時間に記事をまとめる必要がある一般紙の記者

に答申の全文を読んでほしいというのも無理な注文

であろう。委員会は森林を真剣に議論したが，そのよ

うなマスコミへの対応方法まで検討する時間的余裕

はなかった。

現在のところ森林関係者の答申への評価は筆者に

はあまり届いていない（農学関係者をはじめ，他分野

の日本学術会議会員等の評価はおおむね良好であ

る)。筆者が答申に深くかかわっていることを知って

いる方々は批判をぶつけることを遠慮されているの

かもしれない。そのような状況の中でお聞かせいただ

いた－，二の感想についてコメントしておきたい。

一つは｢森林の多面的機能の評価はできませんでし

たね。それに答申文は難しいですね」というものであ

る。前半については,やはり森林関係者も貨幣評価を

期待していたわけで,単純に考えれば言われるとおり

であり，それができなかった理由については答申を読

んでいただくほかにない。しかし，その場合に答申文

が難しいとすると，それは文案を作成した筆者に大半

の責任がある。答申文の理解に本解説がお役に立てば

幸いである。

もう一つは「木材生産や林業･林産業を重視してい

ない答申は失敗である」という声である。筆者は，答

申の中にそれらを否定している部分はないと信じる

が,物質生産機能に関する記述が少なすぎるというの

であれば，あえて反論はしない。筆者は，林業の発展

のためには，「林業を超えた"森林の普遍的価値”（そ

れは当然林業的価値を含む）の中にあらためて林業を

位置づけて，その重要性を理解してもらうことが必要

なのだ」と考えており，本答申はその第一歩になるも

のと確信している｡そして，「森林科学関係者がイニシ

『森林・林業百詞事典』

誕生こ|ぎれ話⑦<最終目〉
杉井昭夫

（日林協林業百科事典編蕊事務局主任研究員）
●コンピュータのOSたるもの

第5回の｢索引語の掲載ページの記入｣で述べたが，
新規導入機がなぜこうも不安定であるのか，結局，そ
の理由は判らなかった。ただ，新規導入機のOSは在
来機のOSと異なるものであった。私はこのOSに
問題があるのではないかと疑っている。つまり，ごく
一般的な作業ならばそれなりの機能を果たすけれども，
多少とも負荷のかかる作業ではコンピュータの持つ能

アチブを取ったレポートとしては今までになかった

スタイルのレポートであり，一般国民には理解しやす

いと思われる｣と言われた先輩の言や，「記述内容につ

いてわれわれはまったく違和感を持たない」と言われ

た第4部会三（理学系）の言を信ずるつもりである。

諮問から答申まで一年にも満たない審議期間であ

ったが，特別委壹会や森林ワーキング・グループ委員

会の諸先生をはじめとして，本答申にかかわった関係

者の数は相当な数に上った。それら多くの人々の真剣

な検討によって本答申はできあがった。ご協力に心か

ら感謝申し上げたい。また，森林界を指導するリーダ

ーの大半を読者に持つ本誌に，多数のページを割いて

日本学術会議の答申を解説する機会を与えてくださ

った『林業技術』編集室のご厚意にも，日本学術会議

会員の－人としても個人としても，多大なる感謝の意

を表する。

〔参考文献〕

1)太田猛彦(2001）：森林と環境一森林の公益的機能とは
何か－,84PP,棚日本治山治水協会

2)太田猛彦.(1996）：地球環境史の中の森林，「森林の百
科事典（太田猛彦・北村昌美ほか編)｣8-11,丸善
3)太田猛彦（2001）：水源地域としての中山間地，r中山
閏地と多面的機龍（田渕俊雄・塩見正衛編箸)」6-29,
農林統計協会

4)太田猛彦(2002):JABEEにおける「森林分野_,の設
立と日本林学会の取り組み一大学における新しい森林

関連技術教言体制の確立に向けて－，山林NQ14072-
13

5)RCostanza.etal.(1997);Thevalueoftheworld'

sBcosystemservicesandnaturalcapltal.

NATURE387:253-260

6)鈴木和夫ほか（2001）：2001年の森を探る一いろいろ
な働き－，森林科学No.3358-80(林学研連ほか2研連

主催のシンポジウムの報告である。このシンポジウム
は，森林ワーキング・グループ委壹会での審議に資す
る意味も含めて企画された｡）

力を十分に引き出せないOSなのではないか，と思っ
ている。

●編集委員会と編喜鐸事務局
執筆者および編集委員の方々（本事典の巻頭にお名

前を掲げてある）には長期間にわたってお手数をおか
げした。特|=小林富士雄編集委員長，勝田柾編集副

委員長のお二人には，手厚いご指導をいただいた。編
集作業が追い込みに入った段階では、毎週のように当
協会までお出掛けいただいていた。
編集に要した6年という年月の間に，協会側のスタ
ッフもかなり入れ替わった。百科事典の刊行を決定し
た平成7年度総会の際には三澤毅理事長であったが，

その後，弘中義夫現理事長に交替した。編蕊事務局長
は小泉猛，照井靖男，喜夛弘，根橋達三と交替し，
事務局員としてハ木沢宏司，山田一雅，大黒昭夫，明
石孝輝，椎林俊昭，杉井昭夫が従事した。
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樹種シリーズ11回目にあたる今回は，日本人の生活慣習･文化の世界まで深くかかわっている“桜"で
す。短命な花姿にかくも私たちが心ひかれてきたのはなぜでしょう？さて,当特集を手にされれば今年の
桜がさらに待ち遠しくなること受けあいです。

く今月のテーマ桜 フ

『サクラ」と人とのかかわり

（独騨薑驚職壹彗灌祷未陸孟
e日本文化の中でのサクラ●

サクラは日本を象徴する花としてよく用いられ

ており，ときには国花とされることもあります。

もっとも，これは法律で制定されたものではなく

単なる慣習です。ただしこのような慣習は平安時
きかのぽ

代に遡るほど古いものです。中国文化の影響を大

きく受けていた奈良時代には花といえばウメのこ

とでしたが，平安時代になるとサクラに変わりま

す。御所の紫哀殿前に植栽されている｢左近の桜」

(南殿の桜ともいう）はその象徴でしょう。平城京

では「左近の梅」でしたが，平安時代の初期にウ

メからサクラに変わったと考えられています。以

降，日本文化の中でサクラは最も愛されている花

といっても過言ではないでしょう。

ところでこうしたサクラは人々の日常生活とは

どのようにかかわっているのでしょうか。もちろ

ん最も大きなかかわりはお花見です。春になると

毎日のように桜前線の話題がマスコミで取り上げ

られ，実際にお花見に出かける人も多いでしょう。

わざわざお花見に出かけなくとも，通りすがりに

見かけるサクラの花に春を感じることもあります。

また文学や芸術の中でもよくサクラは用いられま

すが，その多くの対象はサクラの花です。なお，

サクラの語源にはさまざまな説がありますが,「さ

きうら（咲麗)」「さきはや(咲映)」「さきむら（咲

叢)」「さくや（咲耶)」など，その多くには花が咲

くという意味が含まれています。サクラに対する

印象としていかに花が咲くことが重要であるかが

わかります。

しかし花以外のサクラとわれわれは，どれだけ
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深くかかわっているでしょうか。燃料革命以前，

木材は主に薪炭材として利用されていました。現

在でも薪炭林あとの二次林ではヤマザクラやカス

ミザクラをよく見ることができます。関東南部で

オオシマザクラは「薪桜」とも呼ばれ，薪炭林に

植栽されていたほどです。しかし現在では薪炭材

としての利用はほとんどありません。また木材は

家具や装飾材として用いられるほか，樹皮が樺細

工に利用されることもあります。セイヨウミザク

ラの実は「さぐらんぼ」として食用にします。オ

オシマザクラの葉は桜餅に利用されます。しかし

これらの用途はお花見ほどわれわれの生活に密接

な関係を持っていません。逆に街路樹の‘染井吉

野，につくアメリカシロヒトリなど病虫害のほう

が日常生活の中ではより身近です。やはり日本文

化の中でサクラは花を観賞する木なのです。した

がって，普通「サクラ」という言葉が示す種とは，

花が観賞されるマメザクラ・ヤマザクラ・オオヤ

マザクラ・エドヒガン・オオシマザクラ・カスミ

ザクラ，そして‘染井吉野，をはじめとする数多く

の栽培品種なのです。

そもそもサクラの仲間(Pγ""Z4S属C""szds亜

属，あるいはCg7Tzs"s属)はユーラシア大陸の温

帯域を中心に広く分布し，およそ100種が報告さ

れています。このうち中央アジア原産のセイヨウ

ミザクラは紀元前から実（さぐらんぽ）を用とす

るために栽培されています。現在では世界中でこ

の「さぐらんぽ」が広まっています。中国や韓国

などではユスラウメやカラミザクラが食用あるい

は観賞用として栽培されていますが，世界中に普

及しているほどではありません。日本のサクラは



表①サクラの主な栽培品種

特徴

花付きが良い

枝が枝垂れる

秋から冬にも咲く

花期が早い

花が緑黄色

花が大輪

花が八重咲き

花が菊咲き

花の香りが強い

主な栽培品種

‘染井吉野，‘小彼岸’

‘枝韮桜，‘八重紅枝垂

‘冬桜'‘十月桜，

‘寒桜'‘啓翁桜，

‘鯵金'‘御衣黄’

‘太白，‘御車返，

‘普攪象，‘関山’

‘菊桜'‘梅護寺珠数掛桜，

‘駿河台匂，‘千里香，

純粋に花を観賞するために栽培されています。現

在では‘染井吉野'など日本から広まった栽培品種

が，匡|内はもちろん北米やヨーロッパなど海外で

も数多く栽培されています。エドヒガンやヤマザ

クラは日本以外にも分布していますが，サクラの

花を観賞する文化は日本から広まったといえるで

しょう。

●観賞用のサクラ●

花見とともにサクラの栽培も始まります。奈良

時代や平安時代の都では，おそらく周囲に自生し

ているヤマザクラを栽培していたと考えられます

が，しだいに，より鑑賞価値の高いサクラが栽培

されるようになります。こうしたサクラの中から

現在に伝わる栽培品種も生まれてきました。最も

古いと考えられる栽培品種は枝垂桜'で，平安時

代にはすでに栽培されている誰録が残されていま

す｡また同じく平安時代には伊勢大輔によって｢古

の奈良の都の八重桜けふ九重ににほひぬるか

な」という歌が詠まれています。この平安時代の

｢八重桜」と現代の‘奈良の八重桜，が同一クローン

であるかは疑問ですが，当時から八重咲きのサク

ラが栽培されていたことは確かです。

また‘普賢象，や‘関山,など現代の代表的な栽培

品種はサトザクラと呼ばれる栽培品種グループに

分類されています。サトザクラはオオシマザクラ

を母体に生まれたと考えられますが，野生のオオ

シマザクラは関東南部の限られた地域に分布する

種です。鎌倉時代以降に，鎌倉の近くに分布する

オオシマザクラが栽培され，その中からサトザク

ラの栽培品種が生まれてきたと考えられます。特

に江戸時代は園芸文化がきわめて発展した時代で，

江戸と京都を中心に数多くの栽培品種が生まれ，

数百ものサクラの名前が記録されています。現代

に伝わる‘御車返し，や‘鯵金'など代表的な栽培品

種の多くはこの時代に現れたものです（表①参

照)｡もっとも現在でも新たな栽培品種は生まれ続

けています。サクラはチューリップやバラなどと

違って個人|句けの商品として大規模に販売される

ことがないため，企業が中心となった品種改良は

あまり行われていません。しかし京都の佐野藤右

衛門氏や松前町の浅利政俊氏に代表されるように，

個人の地道な働きによって新たな栽培品種が生み

出されています。

サクラの代名詞ともいえる‘染井吉野'も江戸時

代に現れた栽培品種です。もっとも‘染井吉野，の

正確な起源についてはわかっていません。江戸時

代の末期か明治初年に「吉野桜」として江戸の染

井村から広まったことに異論はありません。しか

しその生い立ちにはいろいろな説があります。江

戸染井村の植木屋伊藤伊兵衛によって交配された

という説，エドヒガンとオオシマザクラがともに

自生する伊豆半島にあったという説，韓国の済州

島からもたらされたという説までいろいろです。

エドヒガンとオオシマザクラの種間雑種だという

ことは多くの研究から立証されていますが，どこ

でどのようにして生まれたのかという仮説を立証

することはきわめて困難です。

なお‘染井吉野，の済州島起源説は近年の日本で

はほとんど主張されていませんが，韓国では広く

知られています。朝鮮半島では日本に占領されて

いた時代に数多くの‘染井吉野，が植栽されました

が，占領解放後に日本の象徴としてその多くが伐

採されました。しかし近年の韓国では，済州島起

源説を背景に‘染井吉野'が植栽されているのです。

済州島起源説には韓国人の‘染井吉野に対する悪

感情を緩和する効果があることは確かなようです。

●サクラの保全●

サクラは人とのかかわり力:深いので，保護に対
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写真①小石川植物園の‘染井吉野’
1875年植栽の最も古い‘染井吉野'。このころから‘染井吉野'は日本全国に広まった

する関心はきわめて高いものがあります。例えば

国指定の名勝･天然記念物にはサクラが43件も含

まれています。現在，国の名勝・天然記念物のう

ち植物はおよそ550件なので,スギの47件と並ん

で実に高い割合です。また県や市町村の天然記念

物を含めると膨大な数になります。例えば長野県

内ではおよそ1000件ほどある県や市111]村の天然

記念物（含む動物･鉱物）のうちサクラは80件以

上もあります。こうした天然記念物は文化財とし

て後世に残すべきものと考えられますから，手厚

い保護がなされます。岐阜県の｢根尾谷の淡墨桜」

や長野県のr素桜神社の神代桜」など樹勢回復が

行われたサクラも多くあります。

一方でサクラを観光資源として利用する活動も

活発です。「根尾谷の薄墨桜｣や福島県の｢三春の

滝桜」は1本の木が20万人の観光客を集めます。

また静岡県河津町では2月に咲く‘河津桜,が町内

に8000本以上植栽され,サクラが咲く期間中およ

そ120万人の観光客が町を訪れます。こうした観

光資源は地域の活性化に悩む市町村にとってきわ

めて魅力的です。したがって観光資源としてのサ

クラについてもきわめて積極的に管理がされるこ

とになります。このように植栽されているサクラ

を適切に管理することは社会の中で大いに支持を
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受けています。

なお‘染井吉野'の寿命は数十年単位であって，

きわめて短いという説がありますが，本当でしょ

うか｡東京都にある小石川植物園には1875年に植

栽された‘染井吉野'があります（写真①)。ここの

‘染井吉野'は学名の記載がなされた由緒あるもの

で，現在植栽年が確認できるものとして最も古い

木です。しかし樹齢が120年を超えた今でも毎年

見事な花を咲かせています。確かに枯損している

‘染井吉野は日本全国で数多く見られますが，そ

の原因の多くは劣悪な環境です。良好な環境と適

切な管理があれば‘染井吉野'は長生きするのです。

そして個々の木の保護とは別に，栽培品種を保

存する活動も行われています。栽培品種は人が作

り出したものですから，人が残さないかぎり再び

同じものは手に入りません。もちろんすべての栽

培品種に後世まで残す価値があるわけではありま

せんが，日本文化の財産として保存することは重

要です（写真②)。

例えば江戸時代の栽培品種は江戸では武家屋敷

の庭園を中心に栽培されていたのですが，明治維

新の社会変化の中で消滅の危機にさらされました。

実際にこのときに消失した栽培品種もあったので

すが,幸いにも1886年に東京江北村の荒川堤にサ



写真②仁和寺のサクラ
京都府の仁和寺は江戸時代からサクラの栽培品種が多いことで有名。根際から数本の幹を枝分
かれさせる独特の栽培方法は品種の保存目的には最適である

クラの多くの栽培品種が収集され，保存が図られ

ました。江北村の荒川堤はその後，河川の改修な

どで消失しましたが，現在の私たちが江戸時代に

生まれた‘関山，や‘一葉,など多くの栽培品種を見

ることができるのは，この荒川堤における保存活

動のおかげです。現在では，「日本花の会｣などが

こうした栽培品種の保存に意欲的に取り組んでい

ます。

一方，野生のサクラに対する保全はやや困った

状況にあります。野生生物種の絶滅については社

会的にも関心が高まっており，サクラについては

ブコウマメザクラがその分布域の小ささから絶滅

危倶種として取り上げられています。ただしその

他の種は絶滅する心配はありません。問題は，全

国に広がる大規模なサクラの植栽が，遣伝子汚染

という影響を野生のサクラに与えていることです。

つまり植栽されたサクラと野生のサクラとが交配

して新たな子孫を残していくという問題です。実

際にオオシマザクラや‘染井吉野，が野生のサクラ

と交雑したと考えられる例が報告されています。

また，同じ種であればかまわないというわけでは

ありません。野生のヤマザクラのすぐ近くにどこ

から仕入れたのかわからないヤマザクラが植栽さ

れていることがよくあります。植栽されたヤマザ

クラの子孫は果たして残すべきものでしょうか。

こうした遺伝子汚染への対応は明確なガイドラ

インが示されていませんし，人によってその評価

はまったく異なります。例えば野生のヤマザクラ

と植栽のオオシマザクラとの交雑個体が増えるこ

とに対して，より美しい花が咲くのであれば望ま

しいと考える人もいるでしょう。しかし野生生物

は本来のあるべき姿で次世代に渡されるべきです。

また野生のサクラをその地域の文化的な財産だと

考えた場合，その地域で育ったサクラは，よそで

栽培されたものより貴重だと考えることもできま

す。周囲に野生のサクラがある環境ではその野生

のサクラを増殖して植栽することが最も望ましい

方法です。お花見とは自然に生きる生物を愛でる

文化ではないでしょうか。

（ 筆者E-mailkatsuki@ffpri.affrc.go.jp 森林総合研究所HPhttp://www.ffpri.affrc・go,jp/index~j.html ）
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く今月のテーマ桜 フ 蕊鬮識蚤…薦ゞ詮票

蕊織

サクラ属サクラ亜属の分類

財日本花の会・サクラ専門委員

かわさきてつや

川崎哲也

●はじめに●

多くの日本人に親しまれているサクラの類は，

植物学_上はサクラ属としてとりまとめられ，中国

では桃李属，李属などといわれています。サクラ

属が分類されているバラ科は種数の多い分類群で，

全世界にはおよそ3,000種が知られています。通

常シモツケ亜科，バラ亜科，ナシ亜科およびサク

ラ亜科の4亜科に分けられており，サクラ属はサ

クラ亜科のメンバーです。

子房が上位，心皮が1個，胚珠が1個，果実が

核果，葉が単葉，葉柄または葉身の基部に腺体が

あるなどの特徴によって，サクラ亜科は明瞭に他

の3亜科から区別され，サクラ属を含む4属から

成っています。これらの亜科を科のランクに引き

上げる意見もありますが，亜科の間の区別が明瞭

であることや種数が多いというような理由で亜科

を科に引き上げることには私は賛成しかねます。

サクラ属は通常幾つかの亜属に細分されます。

これには幾つかの見解があって，これといった定

説はありません。私は次の7亜属に細分するのが

よいと思っています。

1.モモ亜属，2.アンズ亜属，3.スモモ亜属，4．

サクラ亜属，5.ニワウメ亜属，6.ウワミズザクラ

亜属，7.バクチノキ亜属

これらのうち，サクラ亜属とニワウメ亜属をま

とめる見解があります。この場合，命名上“サク

ラ亜属”という名称を用いることになりますが，

その内容は“広義のサクラ亜属”になります。ニ

ワウメ亜属は，サクラ亜属とは花芽と葉芽の配置

が異なる，低木であるなどの理由によって，私は

"広義のサクラ亜属”には賛成できません。また，

ウワミズザクラ亜属とバクチノキ亜属をまとめて

②－林業技術No.7192002.2

1亜属とする見解がありますが，ウワミズザクラ

亜属は落葉性で，バクチノキ亜属は常緑性なので，

私はそれぞれを独立の亜属とするのがよいと思っ

ています。

Pγ"""sという属名は1754年発行のLinne著，

『植物の属(GeneraPlantarum)』が出発点です。

種名の出発点は1753年発行のT,fnne著,『植物の

種(SpeciesPlantarum)』で,473ページから475

ページにかけて,P7'z"2zJs属の種が列挙されてい

ます。すなわち，アンズ，スモモ，サクラ，ウワ

ミズザクラ，バクチノキなどの類が出ています。

ところが，この1ページ前の472ページにモモや

アーモンドなどを含む分類群がAwzjgriZzZzzsL.の

名のもとに，独立属として列挙されています。す

なわち,Linneの定義したPγ"""s属は，現在多

くの研究者が認めているPγz"z"s属の概念から

モモ亜属を除いたものだったのです。

サクラ亜属subgenusCg7,zzs"sFockeの本格

的な分類体系を提案したのは，ドイツの樹木学者

B.A.EKoehneでした。以下bKoehneの分類

体系を中心に話を進めたいと思います。

●Koehneによるサクラ亜属の

分類体系轡

1912年,Koehneはサクラ亜属の新分類体系を

提案しました。当'1寺バラ科を研究していた小泉源

一は『植物学雑誌』第26巻307号でその体系をい

ち早く紹介しました。1913年，ハーバード大学ア

ーノルド樹木園から『P1antaeWilsonianae』が

出版されました。これはアーノルド樹木園の植物

学者E.H.Wilsonが,1907年,1908年,1910年

の3回にわたって中国西部で採集した樹木標本の

研究結果を記述したものです。この本でKoehne



表①サクラ属サクラ亜属の分類(Koehnel913,PlantaeWilsonianael,pp.226-262による）

分類体系 分布 種数 日本産種

P""2"ssubg.“γ"S"S

Grexl.Typocerasus

Sect、1.Cremastosepalum

Subsect.1.Mahaleb

Ser.1.Eumahaleb

Ser.2.Paramahaleb

Subsect.2.EuceraSuS

Subsect.3Phyllomahareb

Ser.l.Aphanadenium

ヨーロッパ，西アジア

北米

ヨーロッパ、西アジア

１
３
４

中国，日本，アムール，

サハリン

中国

中国

中匡’

2 ミヤマザクラ

５
８
４

Ser.2.Macradenium

Subsect.4.Phyllocel･asus

Subsect.5.PseudOmahaleb

Subsect.6.Lobopetalum

Ser.1.Heterocalyx

Se1･.2.Cyclammium

Sect､2．Pseudocerasus

Subsect、7．Hyppadenium

SubSect、8.Sargentiella

中国

中国

８
５

アムール

中国，朝鮮，日本，

アムール

中国，｜ﾖ本

中国（チベット，雲南）

シッキム，ネパール，タ

イ，中国（東部)，台湾

中国，朝鮮，日本

１
吃 ヤマザクラ，オオヤマ

ザクラ，フユザクラ他

ソメイヨシノ
〆
椚
Ｕ
、
〃
竺
戸
【
Ｕ

Conradinia

Serrula

Puddum

ｔ
ｔ
ｔ

ｃ
Ｃ
Ｃ

ｅ
ｅ
ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｂ
ｂ
ｂ

ｕ
ｕ
ｕ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

９
ｍ
Ⅱ カンヒザクラ

エドヒガン他4Subsect

Subsect､

Serl

Se'･.2

Se1･．3

Ser.4

12.Microcalymma

13.CeraseidOs

Phyllopodium

Droserina

Oxvodon

Euceraseidos

中国

中国

中国，

中国，

４
２
皿
９

I剴本

I｣本，千島

マメザクラ

タカネザクラ，チシマ

ザクラ，チョウジザク

ラ他

中国 2Ser.5.AmblyodOn

Grex.2.Ⅳncrocerasus

Koehneの分類体系に勝るものを私はまだ見てい

ません｡標本などの資料が少なかった時代に,これ

だけの分類体系を作り上げたのはKoehneの豊か

な才能によるもので，さすがというべきでしょう。

しかし，なんといっても100年近い昔のことで

すから，今日の豊富な標本資料の解析結果と比較

すれば,さまざまな問題があることは当然です｡こ

こではまず問題となる例を少し挙げてみましょう。

"Koehneの分類大系の見直し＠

Fγ"""s319dbe"S"Matsumura(ソメイヨシ

ノ）が中国産の野生種Pγ""〃SCO"f'"(""“ほか

3種とともにSubsect.9.C"27!zzf""”に分類さ

れています。ソメイヨシノの原産地は伊豆大島で

あるとされていた時代がありました。これがKoe-

はサクラ亜属を担当し,Wilsonによって採集さ

れた標本に基づいて多数の新種を記載したうえで，

それまでに判明していたすべての種を自分の提案

した分類体系に組み込み，新分類体系を完成させ

ました。これには，日本産種も含まれています。

それを表①に示します。

表の中でGrexは「群｣,Sect.(Sectio)は

｢節｣,Subsect．(Subsectio)は「亜節｣,Ser.

(Series)は「列」で，いずれも分類群のランクを

示す用語です。また,Grex2.ハ""℃Ce7'IZSZISは，

ニワウメ亜属に相当するものですので，内容は省

略しました。

このKoehneの分類は大変すぐれた内容を持

っていると考えています。Koehne以後サクラ亜

属の分類体系に関して様々な提案がありましたが，

林業技術No.7192002.2-⑳



写真①と②チベット南部，シッキム，ネパール，ブータ
ン，ミャンマー北部などの標高2,500～4,000mの高山に
分布するPrunusrufaHook.f.

白い小さな花が5月頃に咲きます。樹幹の表皮が剥がれ
て，光沢のある新しい表面が次々に現れてくるという面白

い特徴を持っています。KoehneはSubsect.10.S"""

に分類しています。この写真は，ネパール東部のナムチェ
からタンボチェに行く途中のプンキというところで，1993
年5月5日に撮影しました。ドゥードゥ・コシ川の激流に
面した崖の上，標高3,220mの所。

hneに伝わったものと思われます。ソメイヨシノ

は現在では雑種起源の栽培品種であることがほぼ

明らかになっており，エドヒガンとオオシマザク

ラの雑種とされています。エドヒガンはSubsect.

12Mib7り“4""柳αに，オオシマザクラはSub-

sect.8.S"君芭"#た"〃に分類されるものと考えら

れています。この場合，亜節を超えて雑種が生じ

ていることになります。このような雑種は，どち

らの亜節に分類されても不自然です。これは，

Koehneの時代に雑種が幽騨されていなかったこ

とによります。同様の例は,Subsect.8S"γ‐

g石郷"e"〃に挙げられたフユザクラにも見られま

す。フユザクラは，松村任三や小泉源一により，

ヤマザクラの変種または品種として扱われており

ました。Koehneはこれを独立種と見なし,Sub-

sect.8.S"gE72"e"tzに分類したのです。フユザ

クラは，現在ではマメザクラと，ヤマザクラまた

はサトザクラの雑種と考えられています。マメザ

クラは，Subsect、13．Cgltzsgj切りsに，ヤマザク

ラ，サトザクラはSubsect,8．sα増汐""gﾉ〃に分

類されています。この場合も，亜節を超えて雑種

が生じていますので，どちらか一方の亜節に分類

するのは不自然です。

さて，あらためて表①を見ていただきましょう。

中国固有の亜節または列の多いことが目につきま

す。そこで,Koehneの分類体系を見直すとすれ

⑭－林業技術No.7192002.2

① ②

ば，中国産種に注目せざるを得ません。

例を一つ挙げてみましょう。ミヤマザクラは，

Sect.1．C?･9"2"siosepaﾉ〃"z,Subsect.

3.P"jy/""”〃α彪6に分類されています｡この亜節

の特徴は，花が総状花序をなすこと，小花柄基部

の苞が大きく，丸みを帯びていて，果実期まで散

らずに残存することなどです。この亜節は，二つ

の列に細分されています。ミヤマザクラは，その

うちの一つの列Ser.1.Ap"α"α"""""に分類

されています。この列の特徴は，苞の鋸歯の先端

に出る小腺体が小さくてほとんど目立たないこと

です。ミヤマザクラもその例にもれません。一方，

Ser､2.MZZC7"""zz772ではこの小腺体が大きく

顕著です。しかもその形状は棒状であったり円錐

状，盆状であったりと様々で，種を見分ける特徴

として用いられています。また,Ap"α〃αffe"j"加

の果実は黒熟しますが，ハ""c7'zz""加ｿ”のそれは

紅熟します。さらに,Ap""2α""""2の花弁は縁

が全縁ですが,M"cwzde"""zの花弁では不規則

で細かな歯牙縁となっています。このように，

Ap"α"α”""〃zとM""""""zは，かなり異な

る分類群であるように思われます。

A""α"α”"j""2は，日本から朝鮮半島中国北

部を経てアムール，サハリンに至る極東アジアに

分布しています。それに対してﾊ"Izcwzde"""zは

中国南西部にしか分布していないうえに，研究資

料としての標本もほとんど日本にはありません。

従ってM"c7'Iz""'z"蝿を理解するためには，形態



写真③中国の雲南に分布するPrunuspusillifloraCard
中国科学院から種子の寄贈を受けた方が，その種子から
得られた苗を私にくださったものです。P"""s
“"γαc""gKoehneとして贈られたのですが,開花後の研

究の結果,P.""S""肋”であることがわかりました。
Koehneは,Subsect.5Psg""加α〃α〃6に分類していま
す。撮影1990年4月3日，埼玉県浦和市、栽培．

解析用の標本の入手と野外における成育状態の観

察などが不可欠です。最近では生物多様性条約な

どによって，野生生物を保全する声が高まってお

り，採集許可を得ることは容易ではありません。

特に私のような個人の研究者にとっては厳しい状

況です。

幸い，中国の学者によって，1986年に『中国植

物誌』第38巻が出版されました。これにはサクラ

属に関して詳細な記述や図があり，大変参考には

なります。しかし記述や図は，著した研究者の観

察結果ですので，必ずしも私の知りたい部分がす

べてカバーされているわけではありません。残念

ながらまだまだ不明の部分が多く残されていると

いえます。

Koehneの分類体系の中で，実態がよくわから

ないのは,Subsect.13.C""cM7Sのところで

す。この亜節には，マメザクラやタカネザクラな

どの日本産種と，中国産種とが分類されています。

日本産種は果実が黒熟するのに対し，中国産種は

それが紅熟する，また日本産種は果実の核の表面

が平滑であるのに対し，中国産種はそれが稜紋状

である，さらに，日本産種は花弁の縁が全縁であ

るのに対し，中国産種はそれが不規則な歯牙状に

写真④北米のPrunusPensylvanicaL.f.
カナダのニューファウンドランド州から西に五大湖周辺

を経てブリティッシュコロンビア州の東部まで分布してい

ます。KoehneはSubsect.1.MZz""/g6,Ser.2.Pzzγ〃泥α‐
“姉に分類しています。カナダ，オンタリオ州，スー･セ
ント･マリ一空港付近,土砂を採取した跡地,標高250mの
所，1995年6月2日撮影。

なっている，などの違いがあるとされています。

このような違いがある状態で両者をCgγαse"ひs

に位置づけるのには疑問があります。これを解決

するには，中国産種についてさらなる資料を得て

その実態を解析する必要があるのです。

蝋おわりに鞠

台湾には今までサクラ亜属に分類される5種の

サクラがあることが知られておりましたが，その

実態はやはりよくわかっていませんでした。幸い

台湾の研究者のご援助もあり，自由に野外観察や

標本の採集をすることができました。おかげでそ

の全貌を明らかにするまでとなり，その結果は学

会誌に発表しました。ここまで来るのに,約10年

の年月を必要としました。仮に大陸中国で自由に

観察や標本採集が出来るとしても,約35種ものサ

クラがあれほどの広大な地に分布しているのです

から，その全体像を見極めるには20年や30年の

歳月では不可能でしょう。ちなみに，日本のサク

ラは9種しかありません。それでもまだまだわか

っていないことが多く，研究が進むにつれて新し

い発見が出てきております。

〈樹種シリーズ＞（掲載テーマと掲載号）

NClケヤキ…1995年4月号(No.637),No2トチノキ･1995年10月号(No643),NC3カヤノキ…1996
年3月号(NO.648),NO.4カバノキ属･･1996年10月号(No.655),No5クスノキ･･1997年4月号
(NO.661),NC6クリノキ･1997年9月号(NO666),NC7竹…1998年3月号(No.672),No.8ヒノキア
スナロ（ヒバ）-1999年4月号(No.685),No9イチョウ…1999年12月号(No693),No10椿-･2001年3
月号(No708),No11桜･･･2002年2月号(No719)
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〈今月のテーマ桜

サクラの病害

フ
蝋
詑j,上唇

蝋
鮴』

(独)森林総合研究所森林微生物領域森林病理研究室長

かわべゆうじ

鵜薑河辺祐嗣

●はじめに善

日本で発生する植物病を網羅した『日本植物病

害目録』には，サクラに発生する病気が50種以上

も記録されており，樹木の中でもサクラには病気

の種類が多いと思われます。観賞樹としていろい

ろな場所で植栽されたサクラに発生し，観賞や生

育にとって影響の大きい病害を取り上げて解説し

ます。なお以下で述べる時期は関東地方を目安に

しています。

②幼果菌核病謬

幼果菌核病は葉や果実に発生する病気で，展開

後まもない幼梢と幼葉，幼果を褐変枯死させます。

開花や開葉が早いサクラ品種では3月下旬から発

生し始めます。4月中～下旬ごろに病害の発生が

最大になり，その後6～7月ごろまで展開葉の発

病が続きます(写真①)。

サクラ品種で病害の発生程度が異なります。エ

ドヒガンとカンヒザクラは特に激しく発生し，幼

梢と幼葉の枯れは枝枯れに進展し，花芽ができな

いので花が咲かず，さらに毎年の罹病で徐々に樹

体が衰弱していきます。この2つの品種とオオシ

マザクラやシナミザクラとの雑種でも同様です。

病原菌は子のう菌類に属すモニリニア属菌の一

種です。春初めての発病は，病原菌の子のう胞子

が花の雄しべの柱頭，幼梢と幼葉に感染（第1次

感染）して起こります。子のう胞子は，3月中下

旬から4月上旬にかけて，地上に落下した罹病幼

果の上に形成される大きさ10mm前後の淡褐色

で碗状の子のう盤（きのこ）から放出されます。
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これに合わせるように開花や開葉が早いサクラ品

種をはじめとして3月下旬から病気の発生が始ま

ります。

子のう胞子による第1次感染で発病し，褐変枯

死した葉柄や葉脈，幼果やその果柄にピンク色で

粉状の病原菌の分生胞子が多量に形成されます。

この分生胞子が新たに展開した新梢や幼葉に感染

し，その罹病部位に発病後の約2カ月間，分生胞

子が形成されます。展開葉への分生胞子の感染が

7月ごろまで続き，病害が次々に拡大します。

罹病幼果は早期に脱落するものもありますが，

秋ごろまで落下せずに樹上に残り黒色のミイラ状

になった罹病幼果が地上に落下して菌核化し，そ

こで病原菌が越冬します。春になると菌核上に子

のう盤ができます。

防除は春期の第1次感染を予防するため，子の

う盤が発生する3月から4月の間に,2000倍液の

ベンレート水和剤または1500倍液のトップジン

M水和剤を10～15日間隔で散布します。

鯵てんぐ巣病働

てんぐ巣病は枝に発生する病気で，こぶ状に膨

らんだ枝の一部から節間が詰まった多数の小枝が

箒状に伸びて，いわゆる天狗の巣のような枝が形

成されます。罹病枝にはほとんど花芽ができない

ので花が咲かず，淡緑色の小さな葉が茂ります。

開花と|司時期に開花せず開葉だけする罹病枝は著

しく目立ち，花観賞の目障りな存在になります。

開花が開葉に先立つサクラでは，罹病枝が特に目

立ちます｡(写真②）

発病当年にはてんぐ巣症状が目立たなくて罹病



…

写真①幼杲菌核病に罹った幼梢

枝かどうかわかりにくいのですが，1～2年たつ

と小枝数が増えて大きくなり，顕著なてんぐ巣症

状を示すようになります。罹病枝はしだいに衰弱

してふつう数年で枯れ，枯れ枝基から幹に入る腐

朽は枝や幹の退廃原因になります。罹病枝が年々

増加すると幼齢木は樹勢が衰えて枯れることもあ

ります。

サクラの品種でてんぐ巣病の発病に大きな差が

あります。ソメイヨシノやコヒカンザクラは極め

て発病しやすい品種で，枝や幹の退廃が著しく進

みます。ソメイヨシノには多数の名所があります

が，その荒廃原因の1つにてんぐ巣病がなってい

ます。病原菌は子のう菌類に属すタフリナ属菌の

一種です。罹病枝の中に葉裏に白粉が生じている

葉がありますが，白粉は病原菌の子のうが見えて

いるものです。子のうは4月中旬～5月中旬に形

成され，子のうが形成された葉は縮れて褐変し枯

れます。形成されなかった葉は枯れずに秋の落葉

期まで残ります。枯れる葉のほうが少数です。

病原菌の感染は子のうに形成される子のう胞子

で起こります。子のう胞子は雨滴などで飛散し，

芽や枝の中に侵入して菌糸で生き続け，発病させ

ます。また，枝や芽の表面に付着して越冬した子

のう胞子も翌春の感染源となります。

防除は確病枝をなるだけ小さいうちに切除する

写真②大きくなったてんぐ巣病枝

のが基本です。冬から春にかけて罹病枝の基部の

膨らみを残さず切除し，焼却処分します。サクラ

は枝や幹の切り口をそのままにするとそこから病

害が発生しやすいので，切り口に防菌と癒合促進

のためにトップジンMペーストなどを塗布しま

す。見落としがあるので数年続けて罹病枝の切除

を行い，さらに定期的な監視が必要です｡1,000fg

のべフラン液剤の薬剤散布も防除法の1つの選択

肢ですが，罹病枝の切除が優先します。

霧ならたけ病織

ならたけ病は根や根株に根腐れを起こす病気で

す。地下部は見えないので，多くの場合地上部に

異常が現れて初めて病気の発生に気づきます。樹

体が小さいと根腐れが速やかに進行し，枝葉が急
しお

激に萎れて枯死します。樹体ｶ大きいと根腐れが

徐々に拡大するので，それに伴って花や葉の小型

化と着生麓の減少，枝の先端枯れなどの地上部の

衰弱症状が数年かかって徐々に進行し，ついには

萎れて全身枯死します。罹病樹の根腐れした根株

や幹地際の樹皮を剥ぐと，樹皮下に扇状または縞

状に形成された病原菌の白色菌糸膜が見られ，き

のこ臭がします。病原菌は形成層を枯死させるだ

けでなく，辺材木部を白色海綿状に腐朽させます

(写真③)。
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写真③ナラタケ菌糸束が形成された根株

（サクラではなくヒノキの例）

病原菌は担子菌の一種のナラタケです。罹病木

の根や根株の周りに病原菌が黒色で針金状の根状

菌糸束を作ります。根状菌糸束は土壌の中を伸長

しながら隣接木の傷ついたり弱った根に取り付き，

そこから病原菌が感染します。感染した病原菌は

今度は樹皮下に菌糸膜を伸ばし，根から根株へ，

根株から幹へと形成層を侵して根腐れを起こしま

す。罹病樹の根元に束になったきのこが発生しま

すが，病原菌はきのこにできる担子胞子でも広が

ります。担子胞子は風で運ばれて切株などに感染

し，そこで増殖した病原菌が根状菌糸束ときのこ

を作り，その周囲または遠くに感染を拡大します。

防除は，枯死した罹病木を根と根株を残さない

ようにていねいに掘り取り，焼却処分します。罹

病木が大きいと根を残さないようにするのが難し

くなります。跡地をガス薫蒸剤などで土壌殺菌し

ますが，隣接木に薬害が出ないようにしなければ

なりません。根や根株の一部が侵されている程度

ならば，根を切断し，根株の罹病部を健全部を含

むように切除する外科手術を治療法として行いま

す｡切傷にはトップジンMペーストなどの塗布剤

を塗ります。根状菌糸束を除き，掘り上げた土に

土壌薫蒸剤を混和して埋め戻します。外科手術の

傷が大きいとそこから腐朽が侵入する可能性が高

く，完全な治癒は難しいようです。
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写真④切断した太枝から入った幹腐朽病

霞材質腐朽病尋

材質腐朽病は根株や幹の木部を腐朽させる病気

です。樹齢が高いほど発生しやすく，特に老齢木

で被害が目立つのが特徴です。材質腐朽病は総称

で，腐朽の発生場所により次の3タイプの病気に

分けられます。病原菌は担子菌に属す多数の種類

で，きのこにできる担子胞子が風に運ばれて樹体

の傷に感染します(写真④)。

根株心腐病では，病原菌力噸や幹地際の傷から

侵入し，腐朽が根株の心材に，次いで根株の辺材

と幹の心材に進展します。木部の腐朽が進むと樹

勢がだんだんと衰え，葉の小型化や早期落葉が起

こり，最後は枯死します。根や幹地際の傷は，病

原菌の根と幹地際への侵入口は，人が踏みつけた

り蹴飛ばしてつけた傷，草刈り時に刈払い機で誤

ってつけた切傷道路工事などによる切断傷や機

器のぶつけ傷などです。ベッコウタケを病原菌と

するべっこうたけ病があります。

幹心腐病と幹辺材腐朽病では，病原菌が幹の傷

や枯れ枝から侵入します。幹の傷は剪定枝の切傷，

胴枯れ性病害の枯死部や穿孔虫の加害部などです。

枯れ枝は自然発生や枝枯れ性病害が原因です。幹

心腐病では腐朽が幹の心材で始まり，次いで辺材

に進展するのに対し，幹辺材腐朽病では腐朽が幹



の辺材から心材に進みます。幹辺材腐朽病では辺

材の腐朽が形成層の枯死を招くので，その枯死部

が幹に溝状のくぼみを作ります。根株心腐病と同

様に，腐朽が進展するとしだいに樹勢が衰弱し，

枯れていきます。幹心腐病の病原菌は8種あり，

その中のコフキタケによる病気にはこふきたけ

病という固有名があります。

幹辺材腐朽病の病原菌は3種あり，その中のカ

ワラタケによる病気にはかわらたけ病という固

有名があります。

木部の腐朽が進むと，強風により根株倒れや幹

折れの風害が発生しやすくなります。腐朽の進行

で枯れるより，その途中で風害で枯れることもあ

ります。根株心腐病と幹心腐病では腐朽の発生が

外観からはわかりにくいので，風害やきのこが発

生し，初めて病害の発生に気づくことが多いよう

です。

病原菌の侵入にlとなる傷の発生を防ぐか，小さ

く抑えることが被害の回避と軽減になります。不

必要な枝剪定の取りやめ，枯れ枝の早期処理など

が有効です。小さい切傷ですむ方法で剪定し，大

枝の剪定はしないことが原則です。剪定枝の傷に

はトップジンMペーストなどの塗布剤を塗りま

す。人為による傷の発生を避ける工夫も必要です。

動管理作業に組み込む病害防除法鎌

巣病は周辺からの病原菌の感染で植栽後しばらく

すると発生し始め，防除しないとその後も発生し
まん

続けて蔓延します。幼果菌核病の病害発生が激し

い品種は植栽しないのが賢明で，どうしても植栽

するなら薬剤散布が必須です。

てんぐ巣病は罹病枝の切除を管理作業に組み込

めば防除は比較的容易です。ならたけ病は天然林

を伐採した植栽地では根状菌糸束から感染し，植

栽後しばらくすると発生し始めます。罹病木除去

や外科手術は容易でなく，処理しても完全に除去

し，治療するのは困難です。成木すると病害発生

が治まる傾向があります。材質腐朽病の防除は根

と幹にできる傷の処置が重要です。剪定枝の傷の

処置は管理作業に組み込んで対処します。偶発的

な傷の発生に注意し，発生した傷への早期処置を

管理作業に組み込みます。

放置された高齢木が材質腐朽病で退廃している

のをよく見ますが，管理されていてもこの病害の

予防や治療は容易ではなく，サクラの観賞と生育

に大きな影響を及ぼします。許されるならサクラ

は退廃するものと割り切って，高齢木を伐採し若

木に更新して世代交代を図ることも1つの選択肢

です。
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く今月のテーマ桜 フ

吉野の山桜一過去。現在。未来

奈良県森林技術センター総括研究員

なかの

中野
さとる

悟

桜一その名を耳にするだけでも私たちの心を

和ませてくれます。日本は匹|季の移るいの定かな

国で，変わりゆく季節によってさまざまな花が咲

き競い，冬の山茶花，寒椿，春を呼ぶ梅に始まっ

てその種類は多彩です。

いま広く親しまれている花の多くは遠い昔に海

を渡ってもたらされたものですが，桜は日本古来

のもので，日本人は古くから天然自生の桜に親し

んできました。全国各地の山に近い神社によく祀
このはなのさくやひめ

られている神に，木花之開耶姫がありますが，こ

の女神は山の神，大山祇神の姫神で，桜の神格化

とされています。｜ﾖ本人と桜のかかわりは心の底

の深いところに根ざしているといえましょう。

さて，「吉野といえば桜｣ということになります

が，吉野山の桜はその歴史の深さのゆえに，数多

い桜の名所にぬきんでて昔から様々のメディアを

通じて世に喧伝されてきました。桜－私たちは

巡り来る春ごとに雅と艶やかさに彩られた美しさ

に魅せられ，花がもたらす精神性に幻惑されて，

ともすれば情緒に流れすぎはしないか－ふとそ

う思うことがあります。そこでちょっと立ち止ま

って考えてみると，桜も生きている樹，植物です。

単純に動物，植物と分類してしまう不遜を省りみ

るべきかもしれませんが，たまたま人間を動物に

分類し，万物の霊長と自認して，桜を含めてあら

ゆる植物を勝手気ままに扱ってはしないか。もの

言わぬ桜も立派な生命体であるということをあら

ためて強調したいと思います。

桜も生き物である以上，永遠の生命ではありま

せん。環境の変化，老齢化，病虫害，気象害等に

よってやがて枯れ朽ちるのはやむを得ないことで

すが，往年に比べ桜樹林の衰退がこの数年の間に
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とみに目立ち始めています。しかしこれまでの吉

野山桜樹林の保護育成についての技術的な知見は

乏しく，早急に桜樹林の衰退原因を究明し，今後

の樹勢回復を図る必要があります。

懲過去鯵

見んのざようじや

吉野山は，7世紀未（白鳳年間)，役行者が興

した日本の代表的な山岳宗教，修験道と深く結び

ついて山岳信仰の霊域として形成されてきた歴史

があります。役行者が蔵王権現を感得し，その姿

を桜の樹で刻み祀ったとされる。なにしろ千三百

年も前のこと，事実は神秘のベールに包まれてい

るとしても，以来，「桜の枝一本折る者は，腕一本

切る」とも言われ保護されてきました。参詣者に

よる献木が途絶えることなく増え続け，地元の人

は「神木」として手厚く世話をし，桜の名勝地，

吉野山が育まれてきました。

明治維新，廃仏棄釈により蔵王権現が祀られて

いる蔵王堂は一時期神社になり，桜の献木も途絶

え名勝地は衰退しかけましたが，大正5年に創設

された財吉野山保勝会の人々によって復元の努力

が続けられ守られてきました。しかし，第二次大

戦後の急激な価値観の変化，信仰に対する大きな

変化から再び吉野山の桜は衰退の危機を迎えてい

ます。蔵王権現が宿る桜の樹は，もはや毎年春に

花が咲く桜の樹になってしまいました｡｢世話をし

なくても昨年咲いた。今年も咲いたから，来年も

咲くだろう」と，桜を守る目的が崩れ管理不足に

なりました。

昭和11年，奈良，和歌山，三重の3県にまたが

る紀伊半島の一部は，「吉野熊野国立公園｣に指定

されました。吉野山という独立峰はありませんが，



海抜200～858m,標高差660mの山岳域で，この

ため桜の開花期間が約1カ月にわたります。国立

公園に属する吉野山は，第2種および第3種特別

地域に指定され合計929haoその中の約50haの

広域に桜が植栽されており，その土地の所有形態

は国，県，社寺，吉野山保勝会，その他民有地と

なっています。また，国立公園特別地域ばかりで

なく，史跡名勝地，保安林，鳥獣特別保護区など

多くの指定対象になっていて，桜管理の一元化が

行いにくくなっています。

平成5年，奈良県は吉野山桜樹衰退原因調査を

2カ年間かけ実施しました。その報告書に基づき，

奈良県と吉野山保勝会により改善策がとられまし

た｡平成10年には改善策がどのように効果を上げ

ているかについて追跡調査を行い，これを基に調

査報告書にまとめられました。

懲現在⑳

吉野山に植栽されている桜は，現時点では約3

万本が妥当な本数だと考えられます。吉野山に生

育している桜は，そのほとんどがヤマザクラです。

私の描計では約95％はヤマザクラで,残り5％は

カスミザクラ，これに次いでソメイヨシノや他の

サトザクラカ植栽されています。桜の寿命は，ヤ

マザクラで一般に100～120年，ソメイヨシノで

80～100年とも言われ，その花の最盛期はもっと

短くヤマザクラで60～80年，ソメイヨシノは

30～40年，以後は花量が少なくなり，艶なども衰

えてきます。しかしこれらの年数をもっと短く数

える人も多く，したがって必ずしもこれらの数字

がどの桜にも当てはまるわけではありません。現

在，吉野山で生育している桜の古木は日露戦争の

戦勝記念に植えられたと言われる樹齢百数-'一年の

ヤマザクラが十数本残っています。

しかしこれらの桜は枯れ枝が目立ち，幹や細い

枝にまでウメノキゴケなどの地衣類がびっしりと

付着し，冬にはあたかも桜の枝に雪が積もったか

のように見えます。また，これら老木の樹幹内部

は腐朽し空洞化しています。

吉野山の桜が衰退してきた原因は管理不足と，

寿命・病虫害の発生・環境の変化・密植などが考

えられます。桜の枝葉には日当たりを確保し，根

には肥料養分および新鮮な空気を確保しなければ

桜は衰退します。

桜は他の広葉樹に比べ病虫害の発生が多く，枝

葉ばかりでなく，樹幹も材質腐朽菌によって腐朽

しやすい樹です。吉野山の場合，被害が大きな病

害は「ならたけ病」です。管理不足から発生する

いろいろな原因で衰退した桜にナラタケ菌が侵入

し，全山にその広がりを見せ桜の衰退に追い打ち

をかけています。ならたけ病は，多くの広葉樹や

針葉樹に寄生しますが，吉野山に発生しているナ

ラタケ菌は比較的寄生力は弱く，健全な樹木には

直接寄生することは少ないと考えられます。ごく

初期症状の桜に対しては，単木的に根部の外科的

治療が試みられていますが，集団で生育している

場所ではその治療方法は確立されていません。こ

のため吉野山では，日当たり，土壌の排水，肥培

管理に注意し，桜を健全に育てることに留意して

ならたけ病の顕在化を防いでいます。

てんぐす病に感受性の高いソメイヨシノはほと

んど被害を受けています。これに対し吉野山に多

く植えられているヤマザクラはてんぐす病に比較

的強いのですが，各所にその被害が散見されます。

ヤドリギが一部の区域の桜に鈴なりに発生して

います。バケット車を用い竿の先に鋸を付けて切

り落としていますが，樹高が高く直接手の届かな

いところでの切り取り作業になります。このため

切除跡の腐朽菌侵入予防のための塗布剤処理に苦

慮しています。

桜の生育場所が山地であるため，クズ，フジ，

テイカカズラ，ツタウルシなどの蔓類が桜の樹冠

を覆い，蒸れや日照不足を誘発しています。これ

ら蔓の巻き付きや被圧によって樹幹・樹形は奇形

を起こし桜の衰退原因になっています。

桜苗木を植え付ける場合でも，道から近く植え

やすい箇所にどうしても多く植栽されています。

このため生育本数が過密状態になっている箇所が

多く，成長するにつれて日当たりが悪くなり生育

を抑制しています。
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桜は花ばかりでなく秋の紅葉も美しいですが，

吉野山ではモミジ類も多く生育し，秋の観光資源

として保護されています。しかし，耐陰性の強い

モミジ類が桜に覆いかぶさり桜の生育を妨げてい

ます。このため北斜面や土壌水分の多い谷筋はそ

の環境に合ったカエデ類を生育させ，南斜面や斜

面の中腹以上は桜を残すなどして桜樹とカエデ類

との生育区域の環境整備を行っています。

観光客の増加とともに自家用車や観光バスの乗

り入れが増え，排気ガスによる環境汚染が考えら

れますが，吉野川（紀ノ川上流）からの谷風が吹

く傾斜地にあり，このため排気ガスが滞留する心

配はありません。しかしこの谷風が絶えず湿気を

含み霧のかかる日が多いためウメノキゴケなどの

地衣類の繁殖に影響を及ぼしています。

このような現状を踏まえ，吉野山保勝会では衰

退し始めている桜樹林に対して，次のようなこと

を重点的に取り組み樹勢回復を行っています。

①新しい植栽場所の確保

桜はアレロパシーや嫌地現象が強く発生すると

考えられている。吉野の古老は，「桜の山が動く」

と言い伝えており，古来より新しい場所を求めて

桜が植えられてきた。

吉野山が現在の規模を維持しつつ桜の名所であ

り続けるためには，長期的視野に立って換地を確

保する必要がある。

②適正な植栽間隔の維持

十分な日当たりを確保するためには，ヤマザク

ラの樹形から判断すると円熟期で10m×10mに

1本が適正な生育本数だと思われる。植栽本数を

少なくし，不要になった苗木代は以後の管理費や

肥料代に充てるようにしている。

③下刈り，つる切り，除伐の励行

桜樹は日照を好み，蔓類による被圧は樹勢の衰

退に結びつく。ここ数年は蔓切り，除伐などを入

念に行い健全な桜の育成に努める。

④病虫害等の発生消長調査

ならたけ病などの病虫害の早期発見・早期予防，

駆除の徹底を行い被害拡大を未然に防止するとと

もに，病虫害発生消長調査を継続的に行う。
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⑤管理主体の明確化と一元化

桜樹林を維持するためには，効率的，合理的に

管理を行う必要がある。桜樹林管理の全体構想を

まとめ具体的な管理計画を立てる。

桜樹はその性質上，適正な管理があってこそ健

全に生育できる樹木である。そのため桜樹林を総

合的に管理することのできる技術者の養成。

吉野山はその大部分が山地である。適正な保育

管理を行うには既遊歩道の拡幅整備および遊歩道

を兼ねた管理道の開設を行うなど作業条件の改善

と効率化を図っている。

議未来⑯

衰退調査報告書を基に改善が行われた箇所では，

桜樹林は明らかに樹勢回復が認められます。しか

し，人目のつかない箇所で手入れが遅れている桜

樹林は，衰退するまでもなくその成長が抑制され

ています。植栽された桜はその寿命を全うするま

で人の管理がなければ健全な生育は望めません。

では今後どのような被害が発生するのでしょうか。

近年，奈良県下では野生シカが増え，桜ばかり

ではなくスギ，ヒノキの造林地にも大きな被害が

発生しています。吉野山では植え付けられた桜苗

の食害と，幹には「角研ぎ」の被害が目立ってい

ます。食害は樹形が大きく奇形になり，「角研ぎ」

では，幹に大きな傷ができ，その傷口から腐朽菌

が侵入して樹幹内部の空洞化につながっています。

数年あるいは十数年に一度，野鳥のウソ（鶴）
ついぱ

の来襲があります。ウソは桜の蕾を好んで啄み，

切り落としてしまいます。一つの蕾の中には花が

3～4個あり，一つの蕾が切り落とされることに

より花数は激減します。前回の飛来時は無策の状

態でした。

新たな病害である幼果菌核病（写真）の発生は，

追跡調査時には被害が拡大していました。今後そ

の被害面積，罹病樹の本数は増加するものと考え

られます。

本病は，管理対象地域が広大なため，いったん

蔓延すると防除が困難となります。現在罹病樹の

伐倒焼却，樹冠下に殺菌剤散布を行っています。



などを植え込み雑草木の発生を抑制し，濃青色の

葉で桜の花を際立たせ，また冬の花の名所として

活用することも考えています。

今後，新たに植栽するための土地確保力ざ困難に

なってくると考えられます。特別な地域を除き異

なった樹齢で構成された桜樹林に誘導していく必

要があります。日当たり，アレロパシー，嫌地な

どを考えた管理方法力窪まれます。

これらの内容は，桜樹林を管理していくうえで

特に目新しいものではなく，いわば通常の施業で

あり順守されれば往時の桜樹林に戻り，その華や

かさを賞嘆することができるでしょう。現状のま

までは老衰，衰退が急速に進行し，桜樹林の景観

が維持できなくなると思われます。

最近，全国的に名の知れた桜樹林においても樹

勢の衰退が取りざたされています。吉野山の桜樹

林が積極的な樹勢回復への取り組みと活性化を図

ることにより，他の桜名所の樹勢回復にとっても，

よき先例となることを期待します。

写真サクラ幼杲菌核病

この病気は糸状菌（カビ）の一種によって起こる
伝染病で，サクラの種類によっては幼弱な果実も侵

されます。サクラの開花，開葉期に著しく発生し，
新葉，葉柄，幼梢および果実が侵され，葉身全体に
広がり被害部は急激に軟化，腐敗して下垂します。
被害が激しい場合は枝先まで枯れ，樹体力錘端に衰
弱するために花はほとんど咲きません。

細かなデータは取っていませんが，その効果が認

められます。

近接する高木のスギ・ヒノキ林が桜樹を圧迫し

生育を阻害している場合もあります。日当たりな

どを確保するためにスギ・ヒノキとの間に緩衝地

帯を設ける必要があります。

年2回の下刈り回数を軽減する方策を検討する

必要があります。例えば桜樹の枝下にヤブツバキ
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あさりまさとし

浅利政俊

桜新品種の開発で国際親善
・松前町桜見本園

北海道教育大学教育学部函館校・非常勤講師

理されている松前の桜は，江戸時代松前藩城下町

に寺町が形成され，今も残っている寺社数カ所を

取り込んだ松前公園と2カ所の松前町桜見本園を

中心に250余種約8,000本ほどになる。

⑱文献に見る松前の桜●

松前の桜の歴史を正確な史料によって見ると極

めて少ない。近世中期以降，松前勝に渡航する役

人・文人・商人等の数はしだいに多くなるが，何

らかの形で，梅，桜などの花木や樹木を調査・観

察して記録したものは皆無である。唯一あるのは

江戸の役人が江戸と松前の年中行事を比較して観

察した文に若干あるのみである。注目すべき史料

に『松前歳時記草稿』がある。文化4（1807）年，

松前家が奥州梁川に移封され，松前藩は徳川幕府

直轄の松前奉行所が設置されたことにより，江戸

から役人が派遣され，松前などに滞在して生活す

ることになった。これらの役人のある者は松前城

下の庶民生活を1月から12月まで,年中行事を中

心に観察し，江戸との比較で記していた。その史

料には作者も記録年月日も不明であるが文面から

の内容で文化4（1807）年から文政4(1821)年

の間に書かれたものであろうと推定されている

(『新北海道史』)。その史料『松前歳時記草稿』は

断片的であるが注目すべき松前の梅・桜の生態に

ついて記している。

「四月朔日，衣更といへともいと寒く，なかな

か袷（あわせ・裏をつけた着物）などにて凌ぎかた
かんぷつ

く，綿入重ねの上に袷を着する也。されど潅仏(陰

暦4月8日に釈尊の降誕を祝して行う法会）の頃はう

梅，桜など少し開き始めて雪も平地は消しぬれは，

遊山めつらしく老若男女も遊行して，寺町通の賑

ひは，実に花の都なる智恩院の御忌参といふとも

●はじめに⑧

くっきりと青い5月の空に，松前城の白壁が映

えてその城を取り巻くように数千本の桜が松前町

桜見本園のある松前公園に美を競い合う｡､日本の

春〃だ。

、桜花美（おうかび)〃の景観を眺め渡す観桜が

定着した平安時代に渚院で桜を詠まれた在原業平

朝臣の歌。

世の中に絶えて桜のなかりせば

春の心はのどけからまし

この歌の裏に春はのどかであるべき季節である。

それを花が咲くといっては心をときめかせ，散る

といっては悩まされ心の休まる暇がないとの意。

複雑な春に寄せる心の内面を巧みにまとめあげて

いるのは桜をこよなく愛した業平の桜の美に寄せ

る心の機微を逆説的に表現したのだろうが，その

通りだ。

古今を問わず桜のない春なんてどこか間が抜け

て，そもそも峨日本の春〃とは思えないからだ。

それほど日本人の心をとらえて離さない桜。－

それはそう，日本とは，いにしえの時代から桜の

文化をつくり上げてきた国なのだ。そしてその日

本の桜の文化づくりの終着駅が松前なのだ。

南北に細長いわが国士は，冬から夏の半ばまで

多種多様の桜が咲き，さらに本州の一部の地方で

は秋から冬にかけても，冬桜や十月桜などが開花
ひかんざくら

する。正月にはまず沖縄地方で緋寒桜が真紅の花

を咲かせて以降桜前線の北上に従い，全国津々

浦々で、お国自慢〃の桜が次々と咲き乱れてゆく。

そして7月に届く季節，北海道の山奥や大雪山な

どで新緑に囲まれてミヤマザクラやチシマザクラ

が静かに咲き散っていく。この桜を含めて植栽管
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表①筆者が開発した桜品種

井
重染
九
院
桜
衣
桜
雨
錦

雲
殿
誇
識
雫
雲
郵
翻
剛
詳
罐
郵
姫
塞
誤
壺
華
灌
操
圃
雲
霞
魎
鑛
抵

銅
驍
穂
砲
輌
輌
鍼
輌
翻
罎
塞
嫡
噸
鰄
塞
轆
輌
鰄
輌
翻
緬
緬
輌
輌
輌
緬
銅

１
２
３
４
５
６
７
８
９
扣
刎
枢
個
個
循
怜
仰
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おとるまし。此里，一重桜は梅よりも早く開き，

又寒気にとちられ－時に温和の候を得て，梅，桃，

桜，李，其余草木百花一時に開き，山々，谷の残

雪に映し其風色言語同断也」とある。ここで江戸

から来た役人の北国の春における植物の開花現象

に対する驚きの目である「此里，一重桜は梅より

も早く開き，又寒気にとちられ－時に温和の候を

得て，梅，桃，桜，李，其余草木百花一時に開き

……」の文中にある桜の種類は，当時も現在も変

らず北海道の野山に咲く紅色一重咲きのオオヤマ

ザクラを指すものであろう。松前では現在でも梅

と桜の開花逆転は珍しいことではないが当時江戸

で観察することは不可能な事実に相違ない。

この史料で江戸時代の松前の観桜の一端を知る

ことができる。そして廃藩後は一漁村に変貌した

町ではあるが地元の心ある庶民の手で桜は守られ

花見の習俗が続けられ敗戦後の昭和20年代を迎

えることになる。

●桜見本園⑳

私が松前の桜を植物学的に調査を始めたのは昭

和20年代後半で当地の小学校教員として奉職し

てからである。松前公園は狭く，桜の種類も植栽

本数も少なかった。そして，子どもが桜を含めた

植物について学習に生かす場所もなく，将来は子

どもに桜がわかる植物園か桜見本園を作らなけれ

ばならないとの思いを持つようになり，機会ある

ごとに調査資料をもとに関係当局に働きかけた。

昭和32年,松前町長の決断で松前町教育植物園

構想力:まとまり，その設営のための調査研究の実

務に関する嘱託辞令を受け，全くゼロからのスタ

ートを余儀なくされたのである。当時日本にはモ

デルになる例はなく手さぐりの状況の中で，桜の

園づくりを将来に向けてどう発展させ，日本の桜

文化の向上に努めるか。また，松前の桜の研究成

果を北海道でどう活用するか。私ともう一人の嘱

託となった当時渡島支庁松前町農業改良普及所長

田中淳氏と基本理念を練り上げた｡要述すると次

のようなものである。

（1）、桜花美〃の伝統を子どもに継承させたり，

一般の人々に，調査研究の成果を提供し，桜に親

しませる諸活動をする。

（2）日本，北海道，松前に関する桜の古文献，

図譜絵図，写真などを収集し桜の歴史的な経過

を明らかにする。

（3）松前に現存する桜を含めて，日本の南端沖

縄に咲く緋寒桜から，北は千島列島に咲く千島桜

まで集めて植栽し，種や品種の特性と生態を観察

林業技術No.7192002.2－⑮
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「日本のようなお花見ができるようになったら楽しいでしょ
うね」と話すリン・ランドルさん

＝英蠅|ロンドン郊外のウィンザー

（6）北国に適する桜育成の技術を新しく開発し，

その管理，育成の向上に努める。

昭和40年代に町の機構改革で教育植物園は教

育委員会から松前町役場観光係に所属し名称も松

前町桜見本園に改称されたが当初の理念は継承さ

れた。今では桜の種類も数も八重桜を主体とした

桜の園となり，自由に無料で桜の景観を鑑賞でき

るので，4月中旬に咲く一重咲きの冬桜，八重咲

きの十月桜を始め，百花りょうらん5月下旬に咲

く八重咲きの兼六園菊桜，松前紅玉錦などの桜が

50日間咲き続けるこの期間に全国各地から約20

万人の人が訪れ桜を楽しんでいかれる。

鰯おわりに鋤

私は桜の調査，研究，苗木育成を継続してあっ

という間に50年を過ぎようとしている。

松前町教育植物園運営基本理念の(5)で桜の育種

を目標の1つに掲げた。そして具体的に開発に努

力した。次に松前町桜見本園ならびに筆者の浅利

園にある開発した品種の一部は既刊の図譜，図雛，

調査報告書，雑誌等にも記載されているが一部付

加させていただきたい（表①参照)。

このほかにも特性調査が進んでいないものがあ

り，さらに加わることになるであろう。松前で開

発した新しい園芸種は毎年5月に開催される松前

町主催の桜観察会で命名されてきており桜の伝統

美を継承する学習活動に位置づけられている。

松前で生み出された新品種は国内はもとよりア

メリカ，カナダ，イギリス，フランス，ドイツ，

ポーランド，アルゼンチン，ブラジル，中国，韓

国，パキスタンなどに渡って行った。1993年2月

8日イギリス・ロンドン郊外・ウィンザーの王立

公園「グレートパーク」に空輸された松前の「八

重桜」52品種は5年後の1998年4月10日付「北

海道新聞」に立派に育成されて開花したことが紹

介されていた（図①)。

日本の桜についての研究は今後も深められてい

くことであろう。多くの先人らの遺産に学び，松

前で蝋桜花美〃の愛護を自らに鞭打って進めてき

た6つの基本理念を今後も守り，併せて世界中の

桜の保護保全に微力を尽したいと考えている。
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図① 英国ウィンザー王立公園に贈られた｢八重桜｣。1998
年4月10日付『北海道新聞』で紹介された。

調査する。

（4）奈良時代から現代に至るまでの貴重な種や

園芸品種を広く収集し，混乱している桜の種類の

調査研究をする。

（5）桜の育種方法を国立遺伝学研究所竹中要博

士や他の先進地に学び調査・研究し北国の寒冷地

に適する新品種の育成を図る。そして海外との交

流を深める。
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剛さくら(ソメイヨシノ)の開花予想
もりざねひでお

森実英夫気象庁観測部観測課応用気象観測係長

とした第5回目までの計5回発表しています。た

だし，沖縄・奄美地方のさくらは，ヒカンザクラ

で開花時期が1月ごろのため，開花予想の対象と

はしていません。

⑥開花予想の仕組み①

さくらは，前年の夏に翌春咲く花の元となる花

芽（かが）をつくります。花芽はそれ以上成長す

ることなく休眠に入ります。その後，秋から冬に

かけて低温に一定期間さらされると休眠から覚め

ます。これを休眠打破といいます。目覚めた花芽

は春先の気温の上昇とともに成長し開花します。

花芽が休眠から覚める日と，その日から何日でさ

くらが開花するかということがわかれば，さくら

の開花日はわかることになります。

花芽の休眠打破の日は，過去数-'一年のさくらの

開花日と気温のデータを基に統計的に求めていま

す。2°Cから12℃までの気温は休眠打破を早めま

すが，1℃以下の低温は効果がなく,16℃以_|二の

気温は逆に休眠打破を遅らせます。九州や四国な

どの暖かい地方で，春先の気温が高く経過したの

にもかかわらず，開花が遅れるという現象が起こ

ることがあるのはこのためです。

次に休眠打破後の花芽の成長と気温の関係を知

ることが必要です。ある気温で1日にさくらの花

芽が成長する量は，15℃で花芽が成長する量に換

算して何日分に当たるかを計算し,20日分に達し

た日を開花日とします。さくらの花芽の成長は，

日平均気温が15℃で1日分とすると，5℃で約

03日，25℃では約3．3日促進されます。また，気

温15℃で20日分に相当する気温の積算が得られ

鯵はじめに綱

気象庁のさくらの開花予想は，戦後，国民から
こた

の要望に応えるため，1951年から関東地方，1955

年から全国的に発表するようになりました。

さくらの開花予想は，ソメイヨシノを対象とし

て行っていますが，北海道ではソメイヨシノの生

育地が限られているため，開花の観測はソメイヨ

シノ(札幌･倶知安･室蘭･函館･江差)，エゾヤマザ

クラ（稚内・旭川。留萌・岩見沢・紋別・網走・

釧路.帯広･浦河)，チシマザクラ（根室）を対象

にしています。

当初におけるさくらの開花予想は，全国の気象

台，測候所ごとに気温や降水量などの気象要素や

ツボミの重さを用いて独自に予想日を計算してい

ました。予想方法力:官署ごとに異なるため，精度

が官署によって異なり，予想開花日の誤差の原因

の把握と改善は個々の官署が独自に行うのにとど

まり，全国統一した改善が図れませんでした。

このため気象庁は，1996年からさくらの開花と

気温の関係が定量化できるモデルが開発されたこ

とおよび気温予報の技術向上などにより，さくら

の開花予想を気象庁本庁で一元的に計算するシス

テムを開発し，気温の経過，今後の気温予報を使

って予想を行うように改善しました。

現在のさくらの開花予想は，開花日までの気温

予想値を利用しているので精度が高く，また，統

一した方法で計算することから予想開花日の隣接

地域でのばらつきが小さいという特徴があります。

予想は，3月初めに東日本・西日本を対象として

第1回目を発表し，その後4月末の北海道を対象

林業技術No.7192002.2－⑳
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図①花芽の成長のモデルと開花予想の仕組み

ると，さくらの花は開花することが化学反応によ

る法則に基づく調査によりわかっています。

例えば，2月8日に花芽が休眠から覚め，その

後の気温経過から，ある1日に成長する量が15｡C

に換算して平均0．5日分だったと仮定しますと，

2日で1日分の成長量になり，40日目で開花する

ことになりますので,2月8日から40日目の3月

20日に開花するということが予想されます。

花芽の成長のモデルと開花予想の仕組みを図①

に示します。

(1)2001年3月1日の第1回さくらの開花予想

3月1日に東日本，西日本を対象とした第1回

さくらの開花予想を発表しました。

さくらの花芽の成長に影響を及ぼす気温は，1

月は全国的に平年より低く，2月は関東以西で平

年を上回りました。特に，四国の一部，九州では

平年を1℃以上上回りました。3月，4月の予想

対象地域の気温は，3月は平年並み，4月は東日

本では平年並み，西日本では高いと予報されてい

ました。予想'三|までの気温経過と，週間予報，1

カ月予報，3カ月予報を基に計算して，2001年の

さくらの開花はおおむね平年並みと予想しました。

(2)2001年の開花状況

2001年のさくらの開花は,3月21日の宇和島

高知から，5月18日の釧路まで約2カ月間にわた

り観測され，全般に平年より早く開花しました。

開花は予想より早い傾向でした。これは3月の気

温が予報より高く経過したためで，特に近畿地方

が高く経過しました。

主な都市のさくらの開花予想日・実際の開花日

表①主な都市の2001年のさくら予想日・開花日

表②さくらの開花日の平年差階級区分表

⑳－林業技術No.7192002.2

都市

屋
鳥

金沢

東京

名古

大阪

岡山

高知

鹿児

予想lヨ

4月6日

3月26日

3月27日

3月30日

3月31日

3月22日

3月30日

開花日

4月2日

3月23日

3月26日

3月25日

3月26日

3月21日

3月30日

予想日との比較

4日早い

3日早い

1日早い

5日早い

5日早い

1日早い

同じ

階級

かなり早い

早い

平年並

遅い

かなり遅い

平年との比較

7日以上早い

平年値より3日以_t早い

平年値との差が2日以内

平年値より3日以上遅い

7日以上遅い
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3.31 図③さくらの開花日の等期日線図
(1971-2000年までの30年の平均）

は表①のとおりでした。

また,図②に2001年さくらの開花日の平年差階

級区分図，表②に平年差階級区分表を示します。

●おわりに●

さくらの開花予想技術は気温予想にかかわる部

分が大きいのですが，さくらの開花と気温の関係

のモデルについても，地域特性を詳細に把握する

等さらなる改善を図っていく必要があります。

最後に，1971年から2000年までの平年値デー

タを基に作成したさくらの開花日の等期日線図

(一般には「さくら前線」と呼ばれています）を図

③に示します。

〆

、

筆者E-mail
morizane@met.kishou.go.jp

気象庁ホームページアドレス

http://www.kishou.go.ip

、

ノ
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項

雄
琴

句1

鶏議

蕊篝
鍵蕊譲議 ロ

▲援助で供与された車両･機器(タンザニア・キリマンジャロ州）
鐸

▲援助で整備された育苗園

（タンザニア・キリマンジャロ州）
▼援助プロジェク1,に関連して整備された村のハンドポンプ(インド・ラジャスタン州）

で
あ
る
。
現
地
人
が
日
本
に
研
修
に
来

た
だ
け
で
は
こ
う
し
た
「
余
得
」
は
つ

い
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
、
日
本
人
が
途

上
国
に
駐
在
す
る
こ
と
が
『
感
謝
」
さ

れ
る
の
だ
。

●
橋
渡
し
と
し
て
の
存
在

「
よ
そ
者
」
の
存
在
意
義
が
発
揮
さ

れ
る
の
は
「
技
術
」
や
「
お
金
」
だ
け

で
は
な
い
。
実
は
、
ど
ん
な
に
優
秀
な

技
術
を
持
っ
た
現
地
人
、
ど
ん
な
に
お

サ

堆壱.､点
呼唖一

騨
ー 缶

守

竺 .＝ロム,､雨

鑑鰯雲 で＝

金
の
あ
る
現
地
人
に
も
な
か
な
か
で
き

な
い
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
地
の
利
害

を
超
越
し
た
第
三
者
と
し
て
の
「
橋
渡

し
効
果
」
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
専
門
家
は
日
本
で
は
平
職
員
で
も
相

手
国
の
中
央
省
庁
の
大
臣
や
次
官
な
ど

に
会
う
機
会
が
あ
る
。
一
方
、
専
門
家

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
地
方
林

業
試
験
場
の
所
長
に
と
っ
て
、
彼
ら
は

雲
の
上
の
人
で
業
務
上
の
不
満
や
、
待

遇
改
善
要
求
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
な
ど

思
い
も
よ
ら
な
い
。
し
か
し
、
専
門
家

に
頼
め
ば
彼
が
上
京
の
折
に
そ
れ
と
な

く
大
臣
に
改
善
の
た
め
の
措
置
を
促
し

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
効

き
目
が
あ
る
。
ま
た
、
林
業
試
験
場
の

森
林
官
は
ふ
だ
ん
は
自
分
の
担
当
地
域

の
村
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
村
人
の
生

活
ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と
な
ど
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
彼
ら
の
業
務
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
い
し
、
そ
の
気
が

あ
っ
て
も
交
通
手
段
が
な
い
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
専
門
家
の
車
に
便
乗
し
、
専

門
家
の
「
気
ま
ぐ
れ
」
に
つ
き
あ
っ
て

村
人
と
話
を
し
て
み
た
ら
、
自
分
た
ち

が
全
く
知
ら
な
い
問
題
が
村
に
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
自
分
た
ち

は
解
決
の
手
助
け
を
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
な
ら
互
い
に

情
報
交
換
の
機
会
が
な
い
現
地
の
人
々

の
間
を
「
橋
渡
し
」
す
る
こ
と
が
、
「
よ

そ
者
」
が
開
発
援
助
の
た
め
に
途
上
国

に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
行
く
最
も
大
き

な
意
義
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
地
域
間
、
階
層

間
、
職
業
間
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
て
流

動
性
を
失
っ
て
い
る
社
会
に
風
穴
を
あ

け
る
、
と
い
う
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
う
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
専
門
家
が
な
す
べ
き
は

「
動
き
回
る
こ
と
」
な
の
か
も
し
れ
な
い

（
た
だ
こ
こ
で
誤
解
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
の
だ
が
、
動
き
回
る
目
的
は
あ
く

ま
で
も
「
橋
渡
し
」
を
す
る
こ
と
に
あ

り
、
自
分
自
身
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
し
て
回
る

こ
と
に
は
な
い
）
。
と
り
わ
け
林
地
に
住

む
人
々
の
生
活
向
上
を
視
野
に
入
れ
る

「
社
会
林
業
」
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場

合
、
専
門
家
が
現
地
エ
リ
ー
ト
の
（
庶

民
を
見
下
し
た
）
不
正
確
な
情
報
に
頼

る
こ
と
な
く
、
自
分
の
目
で
村
人
の
生

活
を
見
て
、
自
分
の
耳
で
村
人
の
声
を

聞
き
、
自
分
の
声
で
村
人
に
話
し
か
け

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
と
な
る
。
こ
の

「
自
分
の
足
で
動
き
回
る
」
技
術
も
ま

た
、
紛
れ
も
な
く
国
際
協
力
の
専
門
家

に
必
要
な
こ
れ
か
ら
の
「
林
業
技
術
」

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

⑳－林業技術No.7192002.2



技
術
は
役
に
立
つ
の
か
？
、
開
発
援
助
に
お
け
る
技
術
と
社
会

第
九
回
な
ぜ
よ
そ
者
が
出
か
け
る
の
か

さ
と
う

ア
ジ
ア
雲
鑿
所
雲
協
力
鬘
部
主
任
鬘
員
佐
藤

開
発
援
助
に
お
い
て
、
な
ぜ
よ
そ
者

で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
途
上
国

ま
で
出
向
い
て
行
っ
て
、
「
技
術
指
導
」

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
と
わ
れ
わ
れ
の
間
に

「
技
術
レ
ベ
ル
の
差
」
が
あ
る
か
ら
な
の

だ
が
、
仮
に
問
題
が
「
技
術
」
だ
け
な

ら
ば
、
例
え
ば
一
人
の
日
本
人
専
門
家

を
ケ
ニ
ア
に
一
年
間
派
遣
す
る
経
費
が

あ
れ
ば
、
ケ
ニ
ア
か
ら
三
人
の
技
術
者

を
呼
ん
で
き
て
日
本
で
一
‐
技
術
研
修
」

を
し
た
ほ
う
が
安
上
が
り
だ
、
と
い
う

議
論
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

●
適
正
技
術
の
開
発

こ
う
し
た
議
論
に
は
い
く
つ
か
の
反

論
が
あ
り
得
る
。
一
つ
は
「
適
正
技
術

の
開
発
」
が
必
要
だ
か
ら
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
日
本
の
気
候
・
土
壌
・
水

文
環
境
で
技
術
研
修
を
し
て
も
、
彼
ら

の
祖
国
で
意
味
の
あ
る
技
術
は
身
に
着

か
な
い
。
だ
か
ら
、
日
本
人
が
現
地
に

行
っ
て
彼
ら
と
と
も
に
「
適
性
技
術
」

を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
い
う

わ
け
で
あ
る
（
彼
ら
単
独
で
は
開
発
で

き
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
）
・
医
学
分

野
の
開
発
協
力
に
も
共
通
す
る
の
だ
が
、

や
や
も
す
る
と
こ
う
し
た
活
動
は
「
日

本
人
専
門
家
」
や
「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
」
の
「
研
究
の
た
め
の
研
究
」
活
動

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
口
本

に
は
な
い
「
熱
帯
病
」
の
ウ
ィ
ル
ス
や

寄
生
虫
の
研
究
を
す
る
た
め
に
は
途
上

国
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、

「
乾
燥
地
林
業
」
「
熱
帯
雨
林
」
の
生
デ

ー
タ
を
収
集
し
た
け
れ
ば
現
地
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
派
遣
さ
れ
た
途

上
国
で
新
し
い
技
術
や
理
論
を
「
開
発
」

し
て
学
会
誌
な
ど
に
報
告
す
れ
ば
、
そ

れ
は
専
門
家
自
身
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な

る
し
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
実
績
に
も

な
る
。
え
て
し
て
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
欧
米

に
留
学
し
て
日
本
人
専
門
家
よ
り
も
経

験
は
な
く
て
も
「
学
歴
」
が
高
い
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
う
し
た
場
合
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
し
ば
し
ば
協
力
期

間
中
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
「
何

本
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
か
」
が
評
価

の
指
標
に
な
る
。
そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
人
の
目
に
は
、
そ
の
国

の
林
地
に
住
む
人
々
の
生
活
は
見
え
て

い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
「
適
正
技
術
」

は
、
現
地
の
村
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

し
て
実
際
に
「
木
を
植
え
、
森
を
守
り

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
に
関
す
る

技
術
で
は
な
く
、
「
ど
の
よ
う
な
自
然
条

件
の
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
林
業
技
術

を
用
い
れ
ば
、
木
が
良
く
育
つ
の
か
」

の
研
究
と
な
り
が
ち
で
あ
る
（
二
つ
は

同
じ
事
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
こ
の
連
載
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
読

者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
は
同
じ
事
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

け
る
だ
ろ
う
）
・
そ
し
て
今
後
の
国
際
林

業
協
力
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は

同
じ
「
適
正
技
術
」
で
も
前
者
の
よ
う

な
技
術
な
の
で
あ
る
。

●
金
づ
る
と
し
て
の
存
在

日
本
人
が
わ
ざ
わ
ざ
現
地
に
駐
在
す

る
こ
と
を
正
当
化
す
る
第
二
の
理
由
は

｜
‐
金
を
持
っ
て
い
く
か
ら
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
途
上
国
の
林
業
担
当
省
庁
は

お
し
な
べ
て
政
府
の
中
で
も
権
限
が
弱

く
、
人
材
も
機
材
も
建
物
に
も
恵
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
日
本
人
が
行
け
ば
、
も
し
か
し

た
ら
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
が
付
い
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
必
要
な
高
級
機

材
は
供
与
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
こ

と
に
よ
っ
て
は
新
た
な
ク
ー
ラ
ー
付
き

の
建
物
も
建
て
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

う
で
な
く
て
も
コ
ピ
ー
機
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
く
ら
い
は
使
わ
せ
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
事
務
所
の
コ
ピ

ー
用
の
紙
や
ト
ナ
ー
は
専
門
家
の
ポ
ケ

ッ
ト
マ
ネ
ー
で
賄
っ
て
く
れ
る
に
違
い

な
い
。
い
つ
も
ガ
ソ
リ
ン
代
不
足
で
動

か
せ
な
い
車
も
専
門
家
が
い
る
限
り
は

動
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
で
あ
っ
て

も
こ
れ
く
ら
い
の
お
金
は
持
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
別
に
技
術
を
教
え
て
く
れ
な
く

て
も
、
「
金
づ
る
」
と
し
て
い
て
く
れ
る

だ
け
で
相
手
側
に
と
っ
て
は
大
助
か
り

ひ
ろ
し

幸
見

林業技術No.7192002.2-⑳



バｿ割勘鎮愚瀞蘇
<第11回〉

[PCの被割

佐野亘琴
森林総合研究所企画調薬部企画科f画室長

Iはじまり

時のたつのは早いものです。今年

はすでに長野オリンピックから4年

もたち，ソルトレークシティーで冬

季オリンピックが開催されます。個

人的には，冬に楽しんでいたクロス

カントリースキーとの関連からノル

ディック複合に興味があり，荻原健

司選手に注目しています。荻原選手

は今回も出場するそうですが，素晴

らしいことだと思います。

しかし，オリンピックという世界

中が注目する華やかなスポーツの祭

典ですら，よくない出来事が起こる

ことがあります。PCの世界でも昨

年秋に発見された二ムダEは世界中

の多くのPCユーザーが被＝を受

けたあまりうれしくない出来事でし

た。このため,今回はPCの被害に

ついての話をしようと思います。

|≦さ薦ﾂﾄ時代の
PCがまだスタンドアローンで使

われていたころ，ユーザー自身が意

図しない被害はかなり少ない状況だ

ったと思います。これは被害の経路

がFD等の媒体に限られていたた

めで，被害は手渡しでした。ところ

が最近はネットワークにつながって

いるPCが急増し，それらのPC

、－林業技術No.7192002.2

がネットを通じ被害を受けるように

なりました。このため，自分が気が

付かないうちに被害に這うこともあ

りますが，最近のPCは｢ネットが

なければただの箱」ですから，自分

のPCは自分で守るという姿勢で

取り組んでいかなければなりません。

それでは，インターネットを通じ

たPC被害とはどのようなものな

のでしょうか。まず挙げられるのが，

HDに書き込まれたさまざまなファ

イルに対し,書き換え,破壊といった

操作が行われるというものです。も

しこのような操作が行われても，自

分の作ったデータファイルであれば，

FD等の媒体にバックアップを取っ

ていることが多いのでひとまず安心

ですが,Windowsのような基本ソ

フト(OS)のファイルが操作される

とPC自体が動作不能に陥ってし

まう可能性もあります。さらにひど

いものとしてはH□がフォーマッ

トされてしまうというものまであり

ます。このような場合PCの復旧に

はOSの再インストールが必要で，

大変な作業となります。このほかの

被害としては,HD上にあるファイ

ル内の情報を盗まれてしまうという

ものもあります。個人レベルの情報

でも盗まれると大変ですが，会社レ

ベルでは経営に甚大な被害をもたら

し深刻なものです。さらに，インタ

－ネット時代の被害として自分が意

図しないうちに加害者になってしま

うというものもあります｡これは,自

分のPCがネットを通じ他のコン

ピュータへ被害を広げる動作を行っ

てしまうもので大変怖いものです。

I被害伝播の仕組みと対処法

さて，そのPCの被害ですが，ど

のようにPCへもたらされるので

しょう。一つには「不正アクセス」

です。これは，他のコンピュータが

自分のPCにアクセスしてきて,自

分のPCであるにもかかわらずコ

ントロールされてしまうというもの

です。これにより，コントロールさ

れた自分のPCが知らないうちに

他のコンピュータへ攻撃を仕掛ける

ことになります（これを「踏み台」

にされたといいます)。自分のPC

が｢踏み台｣にされ，他のコンピュー

タが被害を受けてしまった場合，そ

の責任は｢踏み台」にされたPC側

となります。これを防止するために

は,ネットワークと自分のPCの間

にファイアーウォールと呼ばれるプ

ログラムを動作させることが必要で

す。会社などでは通常会社と外部の

間にこの仕組みを作り，会社内部を

守っていますが,最近は個人のPC

が外部にさらされる機会も多くなっ

たことからPC用のファイアーウ

ォールソフトも販売されています。

さて，もう一つは「不正プログラ

ム」です。これは何かの拍子にいっ

たんそのプログラムを起動するとさ

まざまな悪さをするもので，このプ

ログラムを一般にコンピュータウイ

ルスといいます。ウィルスは，他の

ファイルと一緒になったり（感染)，

自分を複製したり(増殖)，何もしな

かったり(潜伏)，条件により作動し

たり（発症）といった振る舞いをし

ます。また，被害を連鎖的に他へ広



ぐNortonAntiVirusによる

ウィルススキャン

-門学

》

佐罵凛帆(FgO赫業副~：

，憾瀧録馳
■現在，多くの山岳地域の人々は貧困

と空腹，そして多くの国際紛争問題を

抱えています｡1999年の統計によると，

27の主要国際紛争のうち，23が山岳地

域で起こっています｡今現在も,アフガ

ニスタンで激しい紛争が行われている

中,その舞台で,山岳地方の人々は絶望

的な貧困と飢餓に直面しているので

す。

■LU兵は，地球上の人類の大部分の水

資源を供給するとともに，多様な希少

動植物の生存場所として大変重要な役

割を持っていますが，これら世界のか

けがえのない財産が危険にさらされ続

けています。これらの生態系を守る

人々の多くは，世界中で最も貧しく空

腹を抱える人々で，日々の生活を送る

こともままならないのですから。山岳

地域には,厳しい地形,情報伝達や輸送

システムの不足,政治的注目の空洞,限

られた教育など，その発展に対して多

くの障害が存在しますが，国際紛争と

飢餓の問題はこれにも勝る壁といえま

す。

■ジャック･ディウフFAO事務局長は，

昨年12月11日にニューヨークの国連

本部で行われた国際山岳年公式開幕式

典において，「平和な社会なくして，私

たちは貧困を軽減し，食糧の安全供給

を保障することはできない｡まして,持

続可能な開発について考えることなど

不可能であるJと述べ,各国,国際機関，

NGO等からの300あまりの参加者に,平

和の創造にともに立ち向かうよう呼び

かけました｡私たちは,今,国際山岳年

の中にいます。行動を始めるのは今で

す。

■国際山岳年ホームページ:http://

www.mountains2002.org/国際山岳年

|こ関するお問い合わせは;MahoSato

@faoorg(eメール）まで。

の被害から事前に自分のPCを守

るためには｢アンチウイルスソフト」

が必要です。「アンチウイルスソフ

ト」は進入阻止，検知，駆除という

作業を自動的に行ってくれます。こ

れからのインターネット時代を乗り

切っていくPCユーザーとしては，

このソフトは必須のものであると思

います。また，会社などで組織的に

インターネットを活用している場合

は，会社としてすべてのPCへ｢ア

ンチウィルスソフト」を導入するこ

とは当然ですが，さらに専門の業者

を活用するなどの対処も必要になる

ことと思います。

Iおしまい

皆さんはお正月をどう過ごされま

したか｡私はといえば,PS2のオペ

レーターでした。遊んだソフトは描

画される画像が気持ち悪いこと，古

LIPSが調子が悪かったことから

ずっとやっていなかったものです。

ところが，昨年のクリスマスに

PS2を購入したためこんな事態に

なってしまったのです。私は，初め

てやるソフトなのでそれこそ一生懸

命？？操作しますが，家族の笑いを

誘います。そうこうするうち，仕事

始めとなってしまいました。やろう

と思っていたことが全くできず，ア

シというまに過ぎたお正月でした。

*1)http://windowsLIpclate.

miorosoft.cDm/

げるような動作を行うものを「ワー

ム｣,実行形式のプログラムで悪さと

同時にそれをカムフラージュしてし

まうものを「トロイの木馬」といい

ます。これらのウイルスは，電子メ

ールの添付ファイルやHPからダ

ウンロードしたファイルによりもた

らされます。また,HPサイトが感

染している場合，そのページを閲覧

しただけでウィルスがもたらされて

しまう場合もあります。これを防止

するには,第1段階としてOSメー

カーによるOS自体の改良にユー

ザー自身が対応していくことです。

Windowsでは，マイクロソフト

のHP*'へアクセスし,｢購入後にオ

ススメのサイト>WindowsUp-

date>製品の更新｣と進むと，自分

のPCのOSの状態を調査し，自

動的に必要なモジュールをダウンロ

ードしインストールすることができ

ます(LiveUpdateでもできま

す)。このようにOSのメンテナン

スは最近容易にできるようになった

のでiPCユーザーとしては当たり

前のこととしてどの作業を行わなけ

ればならないでしょう。

被害防止の第2段階としては，ソ

フトウェアメーカーが販売している

いわゆる「アンチウイルスソフト」

を導入することです。これらのメー

カーでは，個別のウィルスに対して

無料の駆除ソフトをHPから配布

していますが，これはあくまで事後

対策です。既知のウィルスや未知の

ウィルスによるシステムの変更など
(r国際山岳年通信｣は隔月で掲載します）
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各地の淡水域に大きな影響を与えている

よそ者オオクチバス／筆者画

：今まで10回にわたって,ガビチ

ミョウ・アオマツムシ・シナダレス
：ズメガヤなどいろいろな動植物に

；ついて紹介してきました。その多

i〈は，もともと分布していなかっ
：た地域に人為的な原因によって広
；がったものです。北海道のアライ
；グマ，琵琶湖のオオクチバス，戦

：場ケ原のオオハンゴンソウのよう
；に，問題児になっている種類も数

§多く，こうしたrよそ者｣が引き
：起こす問題は，近年盛んに研究さ
；れるようになった保全生物学の重

；要課題の一つになっています。し

；かし，よそ者についての用語の統
冒一や問題点の整理は十分図られて

：いるとは言えない状況です。

；かつては「帰化種」という言葉
管がよく使われていましたが，歴史
息を振り返ると，帰化という言葉に
号は他民族を強制的に連行して従属
鳶させたというニュアンスがあって

琴使うべきではないという意見があ
き＝舌一一一＝＝一室一ニーーーーーー一目＝一

一丑＝‐__‐‐

り，「移入種」のほうが一般的にな

りました。しかし,個体群生態学で

使われる移入という用語との混乱

が起こるので｢外来種」とすべきだ
という意見も有力なようです。用

語については，いずれ関連学会で

指針が出されることでしょうから，
ここではこうした動植物をとらえ

るときに必要な視点の整理だけを

しておきたいと思います。

第一に把握しておかねばならな

いことは，そのよそ者がその種の

もともとの分布域を離れた場所に

やってきたのか，それとも分布域

の中での移動であったかというこ

とです。

前者の場合には，地域のほうか
ら見れば新しい種が加わったこと

になり，同じような生態的な地位

にいた在来種との競争や，食物連
鎖の変化が起こる可能性がありま

す。よそ者が捕食者であれば,在来
種の絶滅の原因になるようなこと

も起こります。なお，その種の原

産地が国外なのか国内なのかの違

いが重視される傾向がありますが，
国境はあくまで人間社会の都合で

決めているものですから，本質的

な重要性はないでしょう。奄美大

島に国外から持ち込まれたマング
ースも，三宅島に国内から持ち込

まれたイタチも同じように考えて

いくべきです。

後者であれば，見かけの変化は

ほとんどありませんが，その地域

にいた個体とよそ者個体では微妙

な形態や習性，さらに遺伝子構成

に違いがある可能性があり，遺伝
子レベルでの混乱が起こります。

この問題点は，ゲンジボタルやメ

ダカの研究を通して指摘されるよ

うになったものです。スギなどの

樹木，アユなどの淡水魚のように

その有用性から，各地に人為的な

植栽や放流が行われた種類では，

今となってはもともとの遺伝的な

羅託愛 小規模，零細な 林 業 事 業 体百砿 ●

■q

1,Er蛎蔑蟇震蓋驍
林業事業体は6,321(森林組合を
除く）であり，そのうち素材生産

を行っている事業体は,5,072と

なっている。この素材生産事業体

図・素材生産事業体の事業体数と素材生産性

各種団体‘

2、
組合(m3/人

5．0

日）

4．4

経営形態別 4．0 3．7
鵡
一 3．2

０
０
３
２

素
材
生
産
性

2．8 率
一

奉
一

1．9

1．5－

■－一一
1．1

■
50～200～500～1,000～2,000～5,000,3
200m3500,31,000,32,000m35，000，3以上

素材生産規模別

素材 500-1,000,3

18

1.0

生産規模別

0.0

個人会社各種団体
，組合

経営形態別

平均

0102030405060708090100％
胃

；
厳

；資料:農林水産省｢2000年世界農林業ｾﾝｻｽ結果概：
§

：
夢窄型亀贈希,犀尋.事君､ョ“…唱宗認…雑:。．．‘、.‘~…．ま＝＝頓ョニーマ.』…鋸＝_．...__一…、－斗1－，－－…

資料：農林水産省「2000年世界農林業センサス結果概要」注:1|)総数と内訳が一致しないのはIEI捨五入によるものである。
2)森林組合を除く。

:魁争…圏…砿石･型利上、壷一一~隼､…電ー諸口･ｰ也五ー~=,｣云宇一…“曲…畢鄙ー全…f和＝早･･一一もlﾛ…唾助到一睡雪母ロ，11竺知Wー■凹一暉耶、｡二4FｩFUuH･bIUIP閏ﾛﾛや､DⅣ-＝皿
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地域差を復元することは不可能な

のかもしれませんが，遺伝的な多

様性を維持していくことの重要性

を忘れてはならないでしょう。

また，もともとの分布域の縁辺

にあたる地域では，そのよそ者が

人為的に持ち込まれたものなのか，

自然な分布の広がりかが問題にな

ります。その見分けは難しい場合

が多いのですが，動植物自体の分

布拡大の場合でも，その背景に温

暖化や都市化など人為的な原因が

潜んでいることが多いでしょう。

必要な第二の視点は，よそ者が

その地域でどの程度定着するかと

いうことです。定着というのは，

その場所で子孫の再生産ができる

かということで，鳥であれば巣を

作って雛を育てているか，植物で

あれば種子が実り，それが発芽し

て次の世代を育てるかということ

を確かめる必要があります。

この二つの視点を組み合わせる

ことが，そのよそ者の位置を評価
する出発点になるでしょう。

鼠
印
■
■
■
し 11

罰
１

軒

かなり前のことになってしまうのですが，’984年

に発生した長野県西部地震で,15名の尊い命を奪っ

た「御岳崩れ」を訪れたときのことについて記して

みたいと思います。といっても，そのときマイクロ

バスの中で見たビデオの話なのですが－もちろん，

大崩壊が起こり，土砂が山を越え，いくつもの沢を

土石流となって流下していく光景が今なお脳裏に浮

かび上がるほどの現地の生々しい迫力に衝撃を受け

たことは言うまでもありません－．

ビデオは「長野県西部地震の記録一崩壊への挑

戦一」という題名で，地震による災害のようす，そ

の後の復|日への取り組みを記録しているものでした。

その中で忘れられないシーンがあります。それはあ

るデマから始まったちょっとしたパニックを映して

いるシーンでした。

そのデマとは，濁川を流れ下ってきた土石流が王

滝川との合流点で川をせき止めて天然ダムをつくっ

ていたのですが，その土砂が決壊し麓の集落を襲っ

てくるというものでした。デマを聞いて体育館へ避

難してきた村人へのインタビューの中で,「お父ちゃ

んもみんなも一緒にいるから，お父ちやんと一緒に

ならここで死んでもいいと思った」と差し出された

マイクに答えつつ，思わず泣き崩れるおばあさんが

映し出されていました。それは本当に心の底からの

言葉だったに違いありません。

こんな悲しい思いをさせては絶対にいけない。私

たちは，治山事業でなんとか崩壊を起こさせず，こ

んな悲しい思いをさせないようにしなければならな

い，とあらためて治山への思いを強くさせられまし

た。きっと治山事業をはじめ防災のための公共事業

はこんな光景を原点に始まったのだろう，と感じさ

せるシーンでした。私は，このビデオをダビングさ

せてもらい，今も手元に置いてあります。自分が治

山の仕事をしていくに当たっての原点にしようと思

ったからです。そして，またいつか，一人でこの御

岳崩れを訪れ，静寂の中に，犠牲になった方々の声

なき声に耳を傾けて，仕事を頑張っていければと思

っています。

（凸）

（この欄は編集委員が担当しています）
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喜漬主日出ニーー,塗口璽－－L‐ｰ一一四壼口■一・ｰ臼＝寧曾一子一・一

について見ると，わが国の素材生

産量の7割を実行するなど林業の

担い手として重要な役割を果たし

ている。一方，これらの経営形態

は個人が全体の64％を占めてい

る。また,素材生産性が平均値(3.3
m3/人日）を下回る年間素材生産
規模5,000m3以下のものが全体

の9割を占めるなど，経営基盤が
弱く，生産性が低い小規模な事業
体が多い。

わが国では，零細な森林所有構

造を反映して，少量で断続的な素

材生産構造になっているうえ，木

材価格の低迷により森林所有者の

伐採意欲が減退していることから

素材生産事業量は減少している。

このため，事業量の確保や事業の
効率化に向けた取り組みを一層困

難にしており，素材生産事業の多

くが厳しい経営環境に置かれてい
る、
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尚宮崎県木材利用技術ｾﾝﾀー
宮崎県支部

ム⑪コラム①

ぐ
全
景
写
真本県は,昭和30年代から進めて

きた拡大造林の成果等により，ス

ギ素材生産量が平成3年から全国

一となっています。また，製材品

出荷量についても平成7年以降九

州一の出荷量となっており，その

‘約6割を県外へ出荷するなど，国ころです。研究体制としましては，術移転，新製品の開発等を目指し

：産材供給基地としての条件がよう所長に構想段階からお力添えをいています。
：やく整いつつあります。今後は，ただいていた東京大学名誉教授の①材質・木質資源分野：県産材

；スギを中心とした豊富な森林資源大熊幹章氏を，また研究をリードの材質・強度特性などを解明し，

；の利用技術開発や製品の高付加価する材料開発部,木材加工部,構法高度活用技術開発のための基礎デ
；値化を図ることが早急に求められ開発部の各部長についても，大学一夕を蓄積するとともに，各種情

：ています。や民間企業等から実績のある専門報の収集・公開を行います。

：このため，低次加工中心の木材家を招へいするなど即戦力の確保②加工．製造技術分野&県産ス
：関連産業の加工技術の向上，新製に努めたところです。ギ材を中心とする木材の高度加工
i品の開発などをサポートする「宮また，研究の内容としましては，技術，低質木材資源の有効利用技

；崎県木材利用技術センター」を平スギ材の利活用を視点に，次の3術,集成材･LVLなどの高次加工部

：成'3年4月に,木材産業が集積しつの分野を中心に実用的な試験．材への転換技術の開発を行います。
｝ている都城市にオープンさせたと研究に取り組み，県内企業への技③木質構造分野：県産スギ材の
q霊hBF■－コ卓万一一一■山堅田．ニーーー』山*蛤幽－口い－ー，1哺匡一画ﾛE＝E■再転一一....'吾………埜冬…一一…痔＝野…轌宰，＄＝今毎…－嫁5F蓉画目…函6煙帝ﾂ飛屍胸一津蜀専心略…心一一I幸四一叩Ⅱ6，奥耐揮…U出j雨 一I

英語は実に読みやすい。英単語に

相当する日本語がすぐ頭に浮かび，
読む順にすらすらと日本語の文章

になっていくからである。

私が一読して感じたことが2つ

ある。1つは温帯林を中心にして

いるとはいえ，世界の森林を視野

に置き，国際的な研究成果に基づ

いて論議が展開されていることだ。

持続可能な森林管理の造林技術的

な側面をきちんとまとめた本がま

だ出ておらず，出版元からは，日

本だけにとらわれないで，世界的

な視野で論じてほしいという注文

があったという。本書の論議は，

600にも及ぶ内外の文献でがっち

り固められ，確かに国際的な学術

I#
TAKAOFUJIMORI

EcoIogicalandSilvicultural

StrategiesforSustainable

ForestManagement

’

ELSEVIERSCIENCE:FaX(+31)204852696

E-mailsm､walsum＠elsevier.n1.

2001Hardbound410pUS$148
ISBN:0-444-50534-2

日本林学会の長い歴史の中で，本書の内容は，「持続可能な森林

そのメンバーの1人が400頁もの管理のための生態学的，造林技術
英文の専門書を，名のある外国の的戦略」というタイトルに縮約さ

出版社から出すのは初めてのことれている。全体の構成は，｜「森林

である。この数年来，藤森さんにの生態と持続可能な森林管理の基

会うたびに，執筆や出版の進捗状礎｣，IIr造林の個別技術｣，Ⅱ|「持
況をお尋ねして，尻をたたいてい続可能な木材生産のための造林体

たものだ。林学の分野では日本か系｣,IV「持続可能な森林管理のた

ら世界への発信があまりにも少なめの造林技術戦略」の4部,16章
い･英語で文章を書くというのはである。

大変なことだが，この困難極まる英文と聞いただけで，敬遠する
仕事を見事成し遂げられたことに向きもあるが，試しに一度読んで

心から敬意を表したい。みられるとよい。日本人の書いた
『湾画，＝｡九一 坐一…壷も雨峰一一一x－－審＝…一二，．‐季…電李･＝ …
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横川曲水源切森
住宅を中心とする建築分野への利

用を促進する新部材・新構法の開

発および健康住宅，居住性の向

上，高耐久性住宅，低コスト建築

システムの実現に関する技術開発

を行います。

このセンターの完成により，本

県では，県北の西郷村にある「林

業技術センター」と合わせて木材

の生産から加工に至る一貫した試

験研究体制が整うことになりまし

た。今後とも，森林資源の適切な

維持管理に努めるとともに，県産

材の循環利用を促進して，林業・

木材産業の活性化に寄与していく

ことにしております。

町
『

過日，大日本山林会が行った

「環境･公益機能の発揮を目指す

｛森林管理」の現地研修会に参加
し，長野県横川山を訪れた。こ

‘こは「水源の森'00選」（林野

‘庁，平成7年）に選ばれた山で，

，今回の訪問は2度目であった。

’’00選に選ばれた大きな理由は，

；水を媒介とした森林と人とのか
‘かわりの古くからの深さが評価

されてのことであった。

この山の麓の集落では，古く

からこの山なしには生活は不可

能であり，江戸時代には入会権

の帰属を巡る関係集落間の論争

が繰り返され,特に貞享2（'685

，年）の争論では，各集落ごとの
‐利用内容が細かく決められた(＊

：横川は｜｜月から｜月の月は沢
iより木材，薪伐採，その他の月
＃は峰から入り草木，萩，藤葉ま

ゞで採取,＊岡谷は家材木だけで商

売用は伐採禁止，＊浜(下浜，上

浜）小尾口は薪材木，萩藤葉ま

！で商売用の材木は禁止｡－平

成9年｜月9日付市民新聞グル

ープによる)。

しかし，明治に入り岡谷市で

製糸業が盛んになるにつれ製糸

燃料用材の乱伐が行われ，戦

中・戦後の激しい燃料需要と相

まって，山の荒廃は著しく進ん

だ。その荒れ山に対し復旧の手

が伸びたのは昭和24年(水源林

造成事業)からで，以降32年に

官行造林，36年に公団造林，お

よび市の行う水源かん養造成事

業など治山・治水造林が積極的

に進められた。訪れたときにカ

メラに入れた高ボッチからの遠

望写真に見るように，現在では

見事な緑の山となっている。

現在では山の麓に市民の憩の

場として「ミニ公園」が造られ，

｢訪れた市民に水源を大切にす

る気持ちが広がってほしい」と

市も期待している（前記新聞)。

ここの水源の森が，市民と一つ

になっていつまでも市民に大切

にされる緑の山であってほしい，

そして水を守る｢森林文化社会」

を形成してほしいと願う。

（筒井迪夫）

(宮崎県林務部木材振興課

企画情報係主任技師／永野学）
....庁■－■1.....晶二F.←.』＝▲_

書に仕上がっている。

しかし，私からするとそれが少

し物足らない。木を育て，森をつ

くる技術というのは，人類が何百

年，何千年かけて生み出した試行

錯誤の所産である。日本人も各地

で素晴らしい造林技術を生み出し

てきた。この技術の形成に林学の

研究成果が大きく寄与していると

はとても思えない。藤森さんの著

書に限ったことではないが，文献

中心にまとめられた学術書という

のは，研究者の業績だけで世界が
成り立っているような印象を与え

てしまう。おそらく，社会や歴史

とのかかわりで造林技術をとらえ

ている人たちは，私と同じような

不満を持つだろう。ただ悔しいこ

とに，批判するなら本書に比肩す
るような英文の著作をものにして

からにしろ，と言われそうである。
（岐阜県立森林文化アカデミー学長

／熊崎実）

(注)筒井廸夫：「横川山の山定め」
(林政拾遺抄)林業技術，’996年8
月号参照

ぐ
横
川
山
の
林
相

注

‘＝

鱗繍お求めは，発行所または輸入書取扱い店1
'､(IsBN番号を表示してください）」’

｢一三一一可
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蕊 宝機団燃潔溌鶏〃祷事猿雲等

#熱礎識句癖弓…1I究守 ‐盤醐一聴題営麺畳霊』漁聴驚き鵜瀧普…
壼錘”画部

…f 蛾半日罰睡：鐵群『鐸智さ……も忠堀雲ミ鼻~＝1h判．”垂諏.嘩弓電．細割’郡望￥ &謹製、罰,七V』

◆第113回日本林学会大会および関連催しのお知らせ◆
［期日：平成14年4月1～4日於：新潟大学五十嵐キャンパス］

●日程：4月1日（月）…理事会・評議員会

4月2日（火）・”(午前）総会，日本林学会賞受賞者誹演

（午後）研究発表／国際講演会／懇親会

4月3日（水）…研究発表

4月4日（木）･･関連学会・研究会

●研究発表は，部門別（ポスター発表･口頭発表）とテーマ別（次頁に掲載）の2つに分けて行われます。
●大会参加賀（大会当日）？一般会員7,000円，学生会員4,000円

●第113回大会ホームページ:htm://wwwsoc.nii.ac.jp/jlS/maSS.html
＊ ＊＊

《国際識演会》『環日本海沿岸諸国（ロシア，中国，韓国，日本）における森林資源の現状と課題』
(EI時:4月2日（火)16:30～18:15．場所：教養校舎260講義室）

［誹淡者］ロシアロシア科学アカデミー・スカチェフ森林研究所副所長
ウラジミール・ソコロフ氏

に'．国黒龍江省森林局副所長王鳳友氏
韓国江原大学校山林科学大学教授崔鈍天氏
日本新潟県森林研究所所長野表昌夫氏
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森林・木質資源利用先端技

術推進協議会シンポジウム
｢どうする1木質系廃棄物」

第‘12回全群馬近代こけし
コンクール

水と縛らすフェスティバル
2()()2

'~H1部井淳･I念さんの緑の地

球大紀行｣一エベレストか

ら見る21．lH:紀の地球環境

第24同全国優良ツキ板展
示火会

第361ijl全国漆器展

:鞠f蕊？

季'
陰

野』蕊

躯－21

篝篝

孝亨壼蚕r讓掴澱展霊識藷霧篝毒諺蕊…、
森林･木質資源利川先端技術推進協議会（東京都中央区八丁堀3－5－8京
橋第2長岡ピル壷03-3206-30‘16)／江東区深川木材会館／木材の循環利
用を確立するために必要な廃材のあり方と可能性についての提言。

群馬県他･県|ﾉ14市Ⅲ1.村・2団体（前橋市大手町1-1-1商工労働部観光物
産課公027-226-3386)／W馬県庁県民ホール（県庁舎1階)／群馬県が誇
る「近代こけし」コンクール。

㈹全国木材組合述合会（束東部千代'11区永H11III2-4-3永nllllIビル公
03-3580-3215)／①216～17：ポートメッセなどや第1展示館，②3
2～3：パシフイコ枇浜腱示ホールA・B，③39～10：大阪ドーム／地域
材，地域材住宅部材，バイオマスエネルギー等に関する展示･シンポジウ
ム等。

側)ニツセイ緑の財団(東京都千代田lX有楽町1－1－1盆03-3501-9203)／
口本生命ロ比谷ビル7F|j《I|際ホール／登山家・田部井淳子さんによるエベ
レストの深刻な難境汚染の実態説明と識淡。

全国天然木化粧合雌板｣ﾕ業協同組合連合会(東京都港区西新橋2-13-7盃
03-3501-4021)／H本コンベンションセンター幕張メッセ10～11ホール
／内外天然木ツキ板，約1，000点を出併,。審査・表彰また入札を行う。

細日本漆工協会（aO3-3555-llO3）・'1本漆器協同組合連合会（a

O3-3639-8881)伽生活用品振興センター（a上記同)鰯伝統的工芸品産業
振興協会(aO3-5954-6033)／全国伝統的工芸品センター2階特別展示場
(豊島区西池袋1-11-1メI､ロポリタンブラザビル)／新作漆器や各漆器
生産地の漆器の展示，製作実淡。

慰翁
'~Tq

r":､:滞詞！蕊~?驚了蕊
I』L

P 蕊騨霧
熊､戒

櫛詞|､|

撫灘‘，’

第2I則木材供給システム優
良邪例コンクール

シンポジウムー森林の違法
伐採|IIl胆を考える

ゞ
§
藤

側日本木材総合怖報センター（東京都文京区後楽1-7-12公
03-3816-5595)／木材流通に係る地域の先導的事例を発掘し，表彰・普及
啓発を行う。榊Illは･侭{'1噸にお問い合わせください。

柵全|封木材組合連合会（東瀕郁千代ul区永田町2-4-3永田llIrビル公
03-3580再3215／パシフィコ樅浜風示館アネックスホール／違法伐採対策
に関する国際シンポジウム。
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平成12年度業務報告書

平成12年4月岡山県木材顔工技術ｾンター

ロ県産針葉樹材の材儂爵肌と捲造的利用技術に関す

る研究(II)-小玉泰義

ロ大断面製材品の人工乾燥撰術の向坐腱関する研究
(Ⅳ）河崎弥生

ロ拶鯲sに対応した集成材吸製造弦砿隠関する砺究
一スギラミナ陶擬瀞職能試験一:強､野上英拳

口防腐処理ﾗﾐﾅめ擬着性苧臓諺拳ﾘﾙ謝鵡:鰯
剤似遡に関譲る予備試験三野』蕊孝･室糠道生
口低謹性薬剤処理によ葱木質材料の雛僅能に関ず
るゞ研究一ナヌテシ酸銅系防腐剤およびブルキルア
：シモニウム系防腐剤の防腐性能についで一

三枝道生

ロ県内地域別木材劣化状況一蒜山地域における試験

地の設置一三枝道生

ロ低利用凋の利用開発に関する研究“＝公園樹木の

rW"ﾙ活用→;::見尾貞治輔鉢淳祐
口慨I用材の利用開発に関する研鋤二地域残材を
利用した木製品の 見尾貞治
国地位機材を利用'し＃ 砂開発(In)

'M.:－、:刀域鱸義
箇誕灘淵“”鋤織術の職翁周波加撫
1繊艇乾燥法の活用御|勅開発:伽考：：

河崎弥生q三枝道生

圃家具・木工製舗ぬ製作技術奴開発一見尾貞治

ﾛ酸性雨等森林篭害調査．米田吉宏・岡崎且

ロササユリの球根増殖の動詞Eおよび林地を利用し

た栽培試験衣田雅人・米田吉宏

ロニホンジカ防護対策第謹調査
一若山学・中野悟

平成12年度業務報告書

…↑&職鐸琴蛎佐賀県林業試験場
|訓桃育種に関ずる研究皇ﾏﾂﾉザｲｾシチュウ抵
抗性クロマツに関燕る班鐙一 鐵崎猟二

口組織培養に関する研究一抵抗性クロマツの増殖技
：〒．．、

術 に関する研究一宮崎潤二

ロ育林技術に関する研究一桑原康成

口長伐期施業に対応する森林管理技術の開発

桑原康成

口森林病虫害に関する砺究一キバチ類調査一クワカ

ミキリ被害調査一野生化した山羊による食害調査
削・

灰塚敏郎

ﾛ鱗調抑型蕊ツ鰭鱗篶躍蹴蕊‘査一スギ･上

討寺，‐．”r零、‘灰塚敏郎

圃ｽ鑪鰯セメキ圭麹鎮麹職割解聯隙除に関
すゐ研究､；:｡"｡…““営崎潤二
簡特用林産に関蝿研鍵ｼ:イタケ品種別栽埼試：
，験一シ'ヨウロ発生試験芸。'蒲原邦行

口特用林産物の栽培燕腱関する調査研究一ニュー
タイプきのこ資源の利用と生産技術の開発一

蒲原邦行

口住宅資材陸能規定化対策事業山口修

ロ土木資材等に利用されるスギ材等の耐久性に関す

る調査山口修

｡！
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‐乎成12年度業務報告

平成13年6月奈良県森林技術センター

ロ森林被害の実態とその対策一台風被害地における

穿孔性害虫の発生消長調査一若幽学‘中野悟
‐_－~~~~･一三~~ー－－‐

鑿鵜磯癒蝋辮職撫鎧瑠灘鮮一
1

★;ご富に紹介ず瀞資料は了|職割痙騨灘動鋤護鍵必要鞍漱ば発伽べ職問い鋤“だ辮溺鰄牌罐し厳す｡

＜第113回日本林学会大会．テーマ別セッション＞（テーマ等の詳細は大会ホームページをご覧ください）

一新．天然林施業に貢献する生態学T8.樹木の環境適応とス1､レスフイジオロジー
森林科学におけるGIS利用T9.どこまで進んだ森林リモートセンシング

技術的観点からみた人工林の施業区分T10林業からの花粉症対策
野生動物と樹木の種間関係をときほぐすTll.森林生態系における小さな生物の役割とその
広葉樹林施業一施業試験と生態学的研究から分化

のアプローチT12.熱帯林の再生一アジア経済危機以降の熱帯林
日中協力による中国の森林再生．自然環境改善問題

をめぐって（第2回)Tl3.森林のエネルギー利用
ナラ類の集団枯損T14.分子生態学が拓く森林科学の新たな地平
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<日林協催し等の募集のお知らせ〉
日林協では，林業技術の向上・普及を図るべく，毎年次の催し等を開催し，審査・表彰
等を行っています。締切が迫っているものもあり，各支部におかれましては推薦等ご準備
ください。照会等は，日林協普及部まで。

灘職馴鯏
募集要綱は，昨年12月号(NO717)の25ページに掲載。

［締切；平成14年2月末日（必着)］

鶴謹簿籟蕊聯薮撫業写真薄薄謬箏j鰍噸遡騨琴絢』T";』W頬㎡鵬弓蝋､W""{|
今回から，「一般題材の部」「特別テーマの部」「デジタルカメラの部｣の3部門の募集に
変わりましだ。詳細募集要綱は，昨年10月号に掲載しています。

［締切：平成14年2月28'日（消印有効)］

鶴妬風《紘業鐘術震》 ●所属支部長推薦 ［締切：平成14年3月31日］

林業技術の向上に貢献し，林業振興に多大な業績を挙げられた方に贈られます。本賞は，
半世紀近くの歴史を重ね，林業界を代表する賞のひとつとなっています。

簔恥回《株業技術コンテスト》 ◇所属支部長推薦 E締切：平成14年4g20圖］

わが国林業の第一線で実行・指導に従事されている技術者の，業務推進の中で得られた
成果や体験等の発表の場として本コンテストを開催しています。

簔隠回《掌生林業技術研究論文コンテスト》
◇大学支部長推薦［締切1平成14年3月15日］

林業技術の研究推進と若い林業技術者の育成を図るため大学学部学生を対象として，森
林・林業に関する論文（政策提言も含む）を募集しています。

「－－－~1協腱|会|〔|の|ilう「ilごI-lき’

ト

’

｜

｜’

◎海外出張（派遣）

1/14～2/17，小原国際事業部

長，1／14～2/12，松本課長代理，
1/14～3/14，増井国際事業部次

長，水品主任調査員，セネガル国
マングローブ調査，同国。

2/13～5/13，松本課長代理，
セネガル植林無償施工監理，同国。
◎技術研究部関係業務

1/25,於本会，「水と森林委員
会」第1回委員会。

◎地球環境部関係業務

1/31,於本会，プライス･ウォ
ーター．ハウス・クーパー社（本

社フランス）による「ヨーロッパ

における温暖化ガス関連の最新情

報」講演。

◎海外森林情報センター関係業務

l/29,於本会，「アジア東部地

域森林動態把握システム整備事

業型平成13年度第2回調査等委員

会。

◎林業技士養成スクーリング研修

1/21～25,於東京・四ツ谷プラ
ザエフ，林業経営部門を森林総合

研究所・千葉幸弘氏ほか9名を講

師として実施。受講生156名（昨

年比十58名）（写真)。
◎番町クラブ1月例会

l/23,於本会,林野庁森林整附

部長･石島操氏を講師として「平
成14年度林野庁予算概要｣と題す
る講演・質疑を行った。

◎人事異動（1月31日付）

退職北海道事務所主任研究員
西川瀞二

⑳－林業技術No.7192002.2

林業技士養成ス
クーリング研修
(経営部門）

林業技術第719号平成14年2月10H発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番l111.7TEL()3(3261.)5281(代）
振替00130-8-60448番FAXO3(3261)5393(代）
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’ 日本林業調査会のブックガイド森と木と人のつながりを考える
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隔週刊

http://www.j-fic.com/でも発信中1
隔週水曜日発行（月2回、年24回)/B5判24頁

年間購読料15,000円（＋税､送料含む）1部625円

画呈騨蛎冨地球環境時代の水と森鰯艦'聯'""､
謹呈一．

；：常お申し込み・お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ。お近くの書店でもお取り寄せできます。
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地|鍵鰄職韓赫 議繍灘蕊鱗瀞
〒1,07-00躯

新しい森林。林業基本政策について政し
一森林・林業基本法、改正森林法、改正林業経営基盤法の解説一

森林。林業基本政策研究会：編
A5判/400頁/本体価格2,900円(税別)/〒380

昨年6月，我が国の森林・林業政策の指針となる林業基本法が37年振|)に改正され，「森林・林業基本法」

として全く新しい姿で生まれ変わりました。本書は，森林・林業基本法の改正にいたる背景，新基本法の考

え方，改正森林法の概要及びそれに伴い導入されるゾーニング毎の森林施業計画の認定基準の考え方，改正
林業経漬基盤強化法の概要などについて，図表等のビジュアルな資料を用いながら，できるだけわか1)やす

く解説したものです。本書が，都道府県，市町村，森林・林業団体，大学・高校等の実務や教育・研究の場

ではもちろんのこと，林業経営者，木材産業事業者，一般国民の方々も含めた関係者に広く利用されること

により，森林・林業政策についての理解を含めるとともに，森林・林業基本法に沿った改革に取り組む際の

一助となることを願ってやみません。（｢はじめに」より抜粋）

増刷出来！

保安林をめぐる情勢の変化に対処し，保安林行政を円滑かつ

保安林の実務瀦聯駄撚撫雛碓繍鮭雛
課題である。このため，保安林行政に係る担当者はもとより，

森林保全研究会編森林所有者をはじめ国民各層に,保安林制度の趣旨，内容等が
A5判/526頁/本体3,800R(税別)/〒381雪喋灌;灘読震あ震瞥:このたび長く品切れとな

〆

100万本出荷達成11

’

、

1食害された苗木にへｷｻﾁｭー プ】木 ヘ

保育事業に最適です

、

｡食害された苗木は早期に復活します

．改植(地ごしらえ・苗木・植栽費)は不要

．かぶせる時期は選びません

．育てたい本数にだけかぶせてください

食害完全防止・驚異的成長促進・下刈り軽減・誤伐防止

雪害防止・活着率向上・植栽本数大幅カット・管理軽減

トータルコストダウン・野生動物と共存

http://www・hexatube.com

挑撫願叫臆潔‘謬蹴_1蒙甑吾欝画餅山
営業部京都(tel)0774-46-1351(fax)0774-48-1005 ヘキサチューブを被せて大きくなった食害苗木

=ノ
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｡線長。

測る
戸

あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の畠勇一

測
定
シ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け 曇雲 ’

’検査済み±0｡1%の高精度
堺典はスーパーブラニクス〃の蝿準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごll＃入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

使いやすさとコストを
’ |，コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフエイスケーブル、

ワイヤレスモデム、キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ
ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー（一フークスβ(ーﾀ）スーノ

や外部出力付ヰ
標準タイプ････

プリンタタイフ

￥160．000

￥192000 ’ ’測定操作が樂な直線補間機能とオートクローズ機能

一一△Ⅱ由

、
豊富な擬能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新版好評漢騨毒襲"

日林協創立80周年記念事業 平
成
十
四
年
二
月
十
日

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日

森林･林業百科事典
●制日本林業技術協会編C発行：丸善㈱出版事業部

■B5判1,250頁上製･函入

■定価本体28,000円十税

発
了

第
三
種
郵
便
物
認
承
（
毎
月
一
回
十
巳
発
行
）

林
業
技
術

[本書の特色］

●日林協創立80周年記念事業として刊行-6カ年に及ぶ編集、制作期間，各分野を代表する執筆陣
（143名）による信頼の書。

●｢森林」「環境」「林業」「林産業」にかかわる全ての分野を網羅一解説項目は前版の1．7倍にあたる
2,900項目を収載。

■｢森林生態・環境」「治山・治水」「育林」「育種」「政策」「計画」「経営」「伐木・搬出」「林産物利
用」等の基本的重要分野は，これまでの成果や最新の知見を加えてさらに充実。
■｢環境問題」「生物多様性」など21世紀森林の課題等についても解説項目を充実。
■｢国際化｣｢市民参加｣｢森林レク利用｣｢バイオテクノロジー研究｣r森林GIS｣｢高性能林業機械化」
など最近の情報や動向も充実解説。
●知りたい事項，確認したい事項をすぐに検索（索引約13,000語),資料図版を充実して懇切な解説。
索引には，主として英語（ほかにフランス・ドイツ・スペイン語等）を付記。
●林務関係者，政策立案者，研究･教育者，実務者，学生諸氏はもちろんのこと，森林に関心をもつ一
般の方々まで幅広く利用できる内容構成。
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全国の書店または発行所の丸善に直接お申し込みください。［日林協での販売は行っていません］

丸善【出版事業部]記I淵謂畷禰tiiM

●本書は，

日本に留学，木平勇吉先生の指導を得て日本の森林・林業・木材産業を紹介したコンパクトな英文ガイ
トミブツク。教材として，また渇外からのお客様にも最適な－冊です。

■■qI■■

■ 鰄蕊
,FP

FJqb■■

THEFDRESTS&JAPAN
JoSASSEジョーサツセ

林木技術センター主任研究員。農学博士
オーストラリアビクトリア州天然資源環境省
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